
●主な内容

４月１日現在人口・世帯数（前月比）　
総人口44,889人（+171）　男22,494人（+71）　女22,395人（+100）・世帯数15,949世帯（+117）

P ２　新年度スタート！

P ６　つくばみらいＮews ！

P12　みんなで使うものだから…

P14　平成22年度市税などの納期月一覧表

P16　市内の出来事

P 22　狂犬病予防集合注射のお知らせ

P 23　図書館だより

P 24　保健だより

P 28　いっしょに汗を流そうよ！

別冊　私のまちの学びステーション

（市長施政方針＆当初予算）

　地域における子育て親子の交流促進や子育て中の不安などを緩和
するため、市では、ひよこ広場を創設し毎月実施しています。参加
した方からは、「気軽に参加できてとても楽しいし、子育ての情報交
換の場としてとても感謝している」「引越してきたが、ママ友達が
できてとても良かった」「気軽に相談できることが嬉しい」と笑顔
の様子でした。ひよこ広場は毎月実施していますので、お気軽にご
利用ください。（関連ページ24Ｐ）

ひよこ広場でリフレッシュ！
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特集：新年度スタート！（市長施政方針＆当初予算）

医
療
福
祉
妊
産
婦
医
療
費
助
成
制
度

を
継
続
し
て
実
施
し
ま
す
。

　
次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
つ
い

て
も
、
各
種
支
援
を
実
施
し
ま
す
。

ま
ず
、
子
ど
も
手
当
に
つ
い
て
は
、

国
の
目
標
で
あ
る
６
月
支
給
開
始
に

向
け
、
鋭
意
努
力
し
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
本
年
４
月
１
日
か
ら
、

三
島
小
学
校
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
を

開
設
し
、
留
守
家
庭
な
ど
の
子
ど
も

た
ち
が
、
放
課
後
安
心
し
て
過
ご
せ

る
環
境
を
整
備
す
る
と
と
も
に
、
伊

奈
第
１
保
育
所
に
係
る
耐
震
診
断
を

実
施
し
、
安
心
し
て
お
子
さ
ん
を
預

け
ら
れ
る
環
境
を
整
備
し
ま
す
。

　
そ
の
他
、
民
間
保
育
所
低
年
齢
児

保
育
体
制
緊
急
整
備
事
業
に
つ
い

て
、
基
準
を
超
え
る
保
育
士
の
配
置

に
対
す
る
助
成
を
国
の
政
策
に
合

わ
せ
、
保
育
環
境
の
充
実
な
ら
び
に

雇
用
対
策
の
一
環
と
し
て
推
進
し
ま

す
。教

育
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ

の
振
興

　
学
校
施
設
は
、
そ
こ
で
学
ぶ
児
童

生
徒
の
み
な
ら
ず
、
非
常
災
害
時
に

は
地
域
住
民
の
避
難
場
所
に
な
る
な

ど
、
市
民
に
と
っ
て
最
も
身
近
な
公

共
施
設
の
一
つ
で
す
。
そ
の
よ
う
な

こ
と
か
ら
、
安
全
・
安
心
で
、
環
境

に
や
さ
し
い
学
校
づ
く
り
を
進
め
、

耐
震
化
、
エ
コ
化
、
情
報
通
信
技

術
化
と
い
っ
た
課
題
に
取
り
組
み
ま

す
。

　
事
業
と
し
て
は
、
わ
か
く
さ
幼
稚

園
、
小
張
小
学
校
、
谷
和
原
中
学

校
の
耐
震
化
事
業
を
進
め
る
と
と
も

に
、
平
成
23
年
７
月
を
も
っ
て
テ
レ

ビ
放
送
が
完
全
デ
ジ
タ
ル
化
に
移
行

す
る
こ
と
か
ら
、
幼
稚
園
、
小
学
校

な
ど
11
施
設
の
地
上
デ
ジ
タ
ル
ア
ン

テ
ナ
設
置
事
業
を
引
き
続
き
実
施
し

ま
す
。

　
ま
た
、
老
朽
化
し
た
谷
和
原
幼
稚

園
と
谷
和
原
第
２
保
育
所
を
谷
原
西

部
土
地
改
良
事
業
地
内
の
同
一
敷
地

内
に
移
転
す
る
計
画
を
進
め
、
昨
年

度
、
施
設
の
実
施
設
計
を
作
成
す
る

に
至
っ
た
こ
と
か
ら
、
本
年
度
は
建

設
工
事
に
着
手
し
、
平
成
23
年
10
月

の
開
所
・
開
園
を
目
標
に
整
備
を
図

り
ま
す
。

　
文
化
振
興
に
つ
い
て
は
、
平
成
20

年
度
か
ら
県
指
定
文
化
財
で
あ
る
板

橋
不
動
院
楼
門
の
保
存
・
修
繕
工
事

に
対
す
る
助
成
を
引
続
き
実
施
し
ま

す
。

産
業
の
振
興

　
商
工
業
の
振
興
に
つ
い
て
は
、
商

工
会
と
連
携
し
、
地
元
な
ら
で
は
の

創
意
工
夫
を
凝
ら
し
た
個
人
商
店
の

活
性
化
を
図
る
た
め
、
が
ん
ば
る
商

店
街
支
援
事
業
、
自
治
金
融
な
ら
び

に
振
興
金
融
制
度
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
支
援
策
を
講
じ
な
が
ら
魅
力
あ
る

商
業
地
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

　
ま
た
、
平
成
20
年
に
開
設
し
た
消

費
生
活
セ
ン
タ
ー
の
機
能
を
充
実
さ

せ
る
た
め
、
平
成
21
年
か
ら
３
カ
年

計
画
で
、
消
費
者
行
政
活
性
化
の
た

め
の
「
集
中
育
成
・
強
化
期
間
」
と

位
置
づ
け
、
消
費
者
と
身
近
に
接
す

る
現
場
の
消
費
者
行
政
を
充
実
さ
せ

る
こ
と
で
、
消
費
者
が
抱
え
て
い
る

さ
ま
ざ
ま
な
問
題
に
対
処
で
き
る
よ

う
進
め
て
い
ま
す
。

　
次
に
雇
用
問
題
に
つ
い
て
で
す

が
、一
昨
年
か
ら
の
経
済
不
況
か
ら
、

雇
用
環
境
は
依
然
厳
し
い
状
況
に
あ

り
、
本
年
度
は
、
全
庁
を
あ
げ
て
雇

用
推
進
に
取
り
組
み
ま
す
。
16
課
に

お
い
て
17
事
業
を
創
出
し
、
継
続
を

含
め
33
人
の
雇
用
を
図
り
ま
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
醸
成

　
各
地
域
に
あ
る
集
会
施
設
は
、
地

域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
維
持
・
醸
成
に

欠
か
せ
な
い
も
の
で
あ
り
、
集
会
施

設
の
建
築
な
ら
び
に
修
繕
等
に
対
す

る
助
成
な
ど
を
行
い
ま
す
。

適
正
な
行
財
政
運
営

　
今
後
の
財
政
運
営
に
お
い
て
は
、

既
存
施
設
に
つ
い
て
、
傷
ん
で
か
ら

修
繕
す
る
事
後
保
全
的
対
応
か
ら
、

計
画
的
か
つ
予
防
的
な
対
応
へ
の
変

換
が
不
可
欠
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
に

つ
い
て
、
昨
年
度
は
、
橋
梁
の
長
寿

命
化
計
画
策
定
を
完
了
し
、
公
共
下

水
道
長
寿
命
化
計
画
に
も
取
り
組
ん

だ
と
こ
ろ
で
す
が
、
本
年
度
も
引
き

続
き
、
こ
の
公
共
下
水
道
長
寿
命
化

計
画
策
定
を
推
進
し
ま
す
。

　
ま
た
、
行
政
評
価
制
度
に
つ
き
ま

し
て
は
、
本
年
度
に
は
委
員
会
組
織

を
立
ち
上
げ
る
な
ど
の
拡
充
を
図
り

ま
す
。

みらい君家
ち

（本市）の家計簿
　つくばみらい市の22年度一般会計予算を、年収600万円（月収50万円）の
みらい君の家庭に例えて、１カ月分の家計簿を作ってみました。
【家族構成】父、母、みらい君（中学生）、兄（大学生「アパートで１人暮らし」）

【毎月の収入】
お父さんの給料（市税） 185,000円

お母さんのパート収入（使
用料・手数料など）

30,000円

貯金引き出し（繰入金） 5,000円

実家や友人からの援助（地
方交付税・国庫支出金など）

210,000円

ローン借り入れ（市債） 70,000円

収入合計 500,000円

【毎月の支出】
食費（人件費） 103,000円

医療費（扶助費） 62,000円

光熱費・被服費（物件費） 74,000円
車や家具の修理代（維持補修
費・予備費）

3,000円

兄への仕送り（他会計への繰
出金・補助費・貸付金など）

145,000円

家の増改築（普通建設事業費） 69,000円

ローン返済（公債費） 43,950円

貯金（積立金） 50円

支出合計 500,000円

収 

入

家族
で稼
いだ
お金
など

220
,00
0円

生活費

387,0
00円

貯金残高（基金残高）　　　1,130,000円
みらい君家（年収600万円世帯）の貯金残高は？

※１：貯金残高はみらい君家の年収ベースでの値です。

支 

出

※２：家計簿はより分かりやすくするために１カ月分で作成
しましたが、一般会計と対比するためには、年間の収支で比
較となります。
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　平成22年第１回市議

会定例会が３月２日から

17日まで、16日間の会

期で開かれ、議案33件

などを審議しました。い

ずれも原案どおり可決・

採択されました。

　議会初日に行われた市

長の施政方針と行政報告

のあらましは次のとおり

です。

月定例会３

市
長
施
政
方
針
要
約

『
骨
格
予
算
』
を
編
成

　
本
市
に
お
い
て
昨
今
の
経
済
情

勢
の
悪
化
か
ら
、
市
税
収
入
へ
の

影
響
は
避
け
ら
れ
ず
、
個
人
市
民

税
、
法
人
市
民
税
あ
わ
せ
て
、
前
年

都
市
基
盤
の
整
備

　
新
市
と
し
て
の
一
体
性
の
確
保
と

広
域
的
な
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
充

実
を
図
る
た
め
、
豊
体
横
町
下
宿
線

整
備
事
業
と
し
て
、
平
成
21
年
度
ま

で
は
プ
レ
ロ
ー
ド
盛
土
工
事
を
実
施

し
、
本
年
度
に
お
い
て
は
、
用
地

買
収
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
横
断

函か
ん
き
ょ渠

工
事
に
着
手
し
ま
す
。

　
東
楢
戸
・
台
線
整
備
事
業
に
つ
い

て
は
、
昨
年
度
ま
で
に
路
線
測
量

な
ど
各
種
調
査
を
終
了
し
た
こ
と
か

ら
、
本
年
度
に
お
い
て
用
地
買
収
を

実
施
し
ま
す
。

　
小
張
バ
イ
パ
ス
お
よ
び
都
市
計
画

道
路
守
谷
小
絹
線
の
整
備
事
業
に
つ

い
て
も
、
引
続
き
用
地
買
収
を
進
め

ま
す
。

　
ま
た
、
青
木
古
川
整
備
事
業
第
３

期
工
事
と
し
て
、
青
木
地
区
に
残
さ

れ
た
小
貝
川
の
旧
河
川
「
古
川
」
の

護
岸
改
修
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、

水
辺
環
境
の
整
備
を
図
り
ま
す
。

　
公
共
交
通
の
整
備
と
し
て
は
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
に
つ
い
て
、
本
年

４
月
５
日
か
ら
は
新
し
い
ル
ー
ト
・

ダ
イ
ヤ
で
運
行
し
ま
す
。
こ
れ
に
よ

り
守
谷
駅
へ
の
乗
り
入
れ
が
可
能
と

な
り
、
利
便
性
が
さ
ら
に
向
上
す
る

も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

保
健
・
医
療
・ 

福
祉
の
充
実

　
年
々
高
ま
る
高
齢
化
や
医
療
費
の

増
大
に
対
応
す
る
た
め
、
保
健
セ
ン

タ
ー
を
核
と
し
た
保
健
増
進
事
業
な

ど
各
種
の
健
康
診
断
事
業
を
充
実
さ

せ
る
と
と
も
に
、
糖
尿
病
、
脂
質
異

常
症
等
の
生
活
習
慣
病
の
予
防
を
す

る
た
め
、
各
個
人
が
生
活
習
慣
を
改

善
し
て
い
け
る
よ
う
、
き
め
細
か
な

保
健
指
導
を
行
い
ま
す
。

　
母
子
衛
生
に
つ
い
て
も
、
妊
婦
お

よ
び
胎
児
の
健
康
を
確
保
し
、
安
心

し
て
出
産
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、
昨
年
２
月
か
ら
14
回
に
拡
充

し
た
妊
婦
健
康
診
査
へ
の
公
費
助
成

を
継
続
し
ま
す
。

　
ま
た
、
妊
産
婦
対
象
の
医
療
福
祉

費
支
給
制
度
の
改
正
に
よ
り
、
茨
城

県
で
は
昨
年
７
月
か
ら
妊
娠
の
継
続

に
必
要
な
疾
病
に
限
定
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
が
、
本
市
で
は
、
妊

産
婦
が
対
象
疾
病
以
外
の
疾
病
等
に

な
っ
た
と
き
に
患
者
負
担
分
を
助
成

し
、
妊
産
婦
へ
の
負
担
を
軽
減
す
る

度
の
当
初
予
算
と
比
較
し
て
、
額
で

３
億
４
７
６
４
万
１
千
円
、
率
に
し

ま
す
と
12
・
８
㌫
減
少
す
る
見
込
み

で
す
。

　
一
方
、
固
定
資
産
税
で
は
、
伊
奈
・

谷
和
原
丘
陵
部
地
区
な
ど
へ
の
人
口

増
加
に
伴
い
、
２
億
５
７
２
万
４
千

円
の
増
加
を
見
込
ん
で
い
ま
す
が
、

市
税
収
入
全
体
で
は
、
額
と
し
て

１
億
５
１
６
６
万
１
千
円
、
率
で
は

２
・
６
㌫
の
減
収
と
な
る
見
込
み
で

す
。

　
こ
の
よ
う
な
財
政
状
況
の
中
、
平

成
22
年
度
に
つ
い
て
は
、
私
の
市
長

任
期
が
本
年
５
月
13
日
で
満
了
す
る

こ
と
か
ら
、
政
策
的
経
費
を
極
力
抑

え
、
義
務
的
経
費
を
中
心
と
し
た
、

い
わ
ゆ
る
「
骨
格
予
算
」
を
編
成
し

ま
し
た
。

　
言
い
換
え
ま
す
と
、
①
法
令
な
ど

に
基
づ
く
義
務
的
経
費
②
既
存
施
設

の
維
持
管
理
費
③
既
に
債
務
負
担
行

為
や
継
続
費
を
設
定
し
て
い
る
事
業

な
ど
―
を
最
低
限
計
上
し
た
予
算
と

し
て
い
ま
す
。

　
つ
く
ば
み
ら
い
市
政
の
基
本
と
な

る
「
総
合
計
画
」
に
の
っ
と
り
、
施

策
の
一
端
を
申
し
上
げ
ま
す
。

平成22年第１回定例会で施政方針を述べる飯島市長

最
小
の
経
費
で
最
大
の
効
果
を
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３
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特集：新年度スタート！（市長施政方針＆当初予算）

一般会計予算総額149億　　   9166万２千円に決まる

歳　出
149億

数
の
減
に
伴
い
、
ほ
ぼ
前
年
並
み
の

０
・
1
㌫
増
の
30
億
８
９
４
１
万
円

と
な
り
ま
し
た
。

　
扶
助
費
は
、
本
年
６
月
か
ら
支
給

さ
れ
る
予
定
の
子
ど
も
手
当
の
創
設

な
ど
に
伴
い
、
対
前
年
度
比
43
・
５

㌫
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

　
普
通
建
設
事
業
費
は
、
２
～
３

ペ
ー
ジ
で
述
べ
た
と
お
り
、
骨
格
予

算
の
た
め
、
新
規
事
業
を
見
合
わ
せ

ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ま

で
に
着
手
し
た
事
業
に
つ
い
て
は
継

続
事
業
と
み
な
し
、
53
・
４
㌫
増
の

20
億
６
９
４
３
万
１
千
円
と
な
り
ま

し
た
。
ま
た
こ
れ
ら
の
事
業
に
は
、

国
や
県
な
ど
の
補
助
金
等
が
投
入
さ

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
後
も
国

の
補
助
金
な
ど
を
活
用
し
、「
活
力
に

満
ち
た
う
る
お
い
と
や
す
ら
ぎ
の
ま

ち
」
を
目
指
し
、
元
気
な
地
域
づ
く

り
を
一
層
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

一般会計　歳出（目的別）

9,166万2千円

一般会計　歳出（性質別）

名　称 金　額 対前年度
増減率

人件費 3,089,410千円 0.1%

物件費 2,217,465千円 15.1%

維持補修費 68,476千円 ▲25.1%

扶助費 1,857,714千円 43.5%

補助費等 2,440,327千円 ▲4.3%

普通建設
事業費 2,069,431千円 53.4%

災害復旧
事業費 1千円 0.0%

公債費 1,321,948千円 ▲19.0%

積立金 2,474千円 ▲48.6%

投資及び
出資金 20,089千円 9.9%

貸付金 26,040千円 ▲18.8%

繰出金 1,868,287千円 0.0%

予備費 10,000千円 0.0%

合計 14,991,662千円 8.1%

　
県
か
ら
の
補
助
金
な
ど
で
す
。

▼
市
債
…
地
方
公
共
団
体
（
市
）
が

　
行
う
事
業
で
、
特
に
大
き
な
事
業

　
を
実
施
す
る
場
合
な
ど
に
、
必
要

　
な
財
源
を
調
達
す
る
た
め
に
借
り

　
入
れ
る
お
金
で
す
。

▼
人
件
費
…
議
会
議
員
の
報
酬
や
職

　
員
の
給
与
な
ど
で
す
。

▼
物
件
費
…
賃
金
、
旅
費
、
需
用
費
、

　
委
託
料
な
ど
消
費
的
性
質
の
お
金

　
で
す
。

▼
扶
助
費
…
社
会
保
障
制
度
の
一
環

　
と
し
て
、
高
齢
者
、
児
童
、
障
が

　
い
を
お
持
ち
の
方
な
ど
に
対
し
て

　
支
援
を
行
う
お
金
で
す
。

▼
補
助
費
等
…
市
か
ら
他
の
団
体
な

　
ど
に
行
政
上
の
目
的
か
ら
支
払
う

　
お
金
で
す
。

▼
普
通
建
設
事
業
費
…
道
路
や
公
共

　
施
設
の
新
増
設
に
必
要
と
さ
れ
る

　
お
金
で
す
。

▼
公
債
費
…
市
の
借
入
金
の
返
済
に

　
充
て
る
お
金
で
す
。

▼
貸
付
金
…
地
域
住
民
の
福
祉
増
進

　
や
地
域
の
振
興
を
図
る
た
め
、
市

　
が
直
接
あ
る
い
は
間
接
的
に
現
金

　
の
貸
し
付
け
を
行
う
た
め
の
お
金

　
で
す
。

▼
繰
出
金
…
一
般
会
計
、特
別
会
計
、

　
基
金
と
の
間
で
、
相
互
に
資
金
運

　
用
を
す
る
た
め
の
お
金
で
す
。

【
歳
出
（
性
質
別
）】

公債費  8.8％　13億2,194万8千円
（▲19％）市の借入金である市債
の返済などに充てられます。

総務費  10.4％  15億6,244万6千円（3.4％）
　住民票、戸籍、選挙、財産管理などに使
われます。

土木費  20.7％　31億487万8千円
（17.7％）道路や公園などの整備に使わ
れます。

商工費 0.7％　1億736万7千円（▲13.8％）
　商工業の育成、観光客の誘致などに使わ
れます。

※(　)内は、対前年度増減率

民生費　27.2％　
40億8,355万6千円（13.6％）
　高齢者、障害者、保育園児、
生活に困っている人などの福

祉向上に使われます。

衛生費 7.6％　11億3,835万5千円
（6.6％）病気予防、環境保護、
ごみ処理などに使われます。

農林水産業費 3.2％　4億8,378万1千円
（▲31.1％）農業などの振興に使われます。

教育費  14.9％
　22億2,902万6千円
（37.4 ％）学校教育、
生涯学習、文化・スポー

ツの振興などに使われ

ます。

消防費  5.4％　8億562万6千円（▲0.5％）
　火災の予防、消火などに使われます。

その他  1.1％   1億5,467万9千円（▲2.4％）
　議会費や予備費などに充てられます。

4－広報つくばみらい４月号（No.49）－

当初予算

　
平
成
22
年
度
一
般
会
計

予
算
の
規
模
は
、
１
４
９ 

規
模

一般会計予算総額149億　　   9166万２千円に決まる
  

用 

語 

解 

説

▼
市
税
…
市
民
の
皆
さ
ん
に
納
め
て

　
い
た
だ
く
税
金
で
す
（
市
民
税
、

　
固
定
資
産
税
、
軽
自
動
車
税
等
）。

▼
分
担
金
・
負
担
金
…
コ
ミ
ニ
テ
ィ
・

　
プ
ラ
ン
ト
整
備
事
業
分
担
金
や
保

　
育
所
の
保
育
料
な
ど
で
す
。

▼
使
用
料
・
手
数
料
…
市
営
住
宅
の

　
使
用
料
、社
会
福
祉
施
設
使
用
料
、

　
体
育
施
設
の
使
用
料
な
ど
で
す
。

▼
そ
の
他
…
寄
附
金
、
繰
入
金
・
繰

　
越
金
、そ
の
他
の
収
入
な
ど
で
す
。

　
こ
の
繰
入
金
や
繰
越
金
と
は
、
基

　
金
（
貯
金
）
の
取
り
崩
し
、
前
年

　
度
か
ら
の
繰
越
金
で
す
。

▼
地
方
交
付
税
…
標
準
的
な
財
政
運

　
営
に
必
要
と
さ
れ
る
経
費（
人
口
、

　
面
積
、
道
路
の
延
長
な
ど
を
基
準

　
に
算
出
）
に
基
づ
き
、
国
か
ら
交

　
付
さ
れ
る
お
金
で
す
。
普
通
交
付

　
税
と
特
別
交
付
税
が
あ
り
ま
す
。

▼
国
・
県
支
出
金
…
道
路
整
備
・
教

　
育
施
設
整
備
な
ど
に
対
す
る
国
・

特別会計一般会計　歳入

地方交付税など  23％
33億8,390万円（7.7％）

市債  14％
21億5,600万円（41.4％）

歳　入
149億
9,166万2千円

依存財源 83億1,717万2千円　56％
国・県から交付されるお金や借入金など

市税   37％
56億4,147万1千円（▲2.6％）

分担金・負担金および使用料
・手数料  ２％
2億7,191万9千円（4.1％）

その他（寄附金・繰越金など）  ５％
7億6,110万円（▲50.8％）

国・県支出金  19％
27億7,727万2千円（74.1％）

会計名 予算額

国民健康保険 44億9,044万2千円

老人保健 72万4千円

後期高齢者医療 2億6,570万1千円

介護保険 21億5,192万9千円

公共下水道事業 10億2,969万円

農業集落排水事業 6億1,368万9千円

市営分譲住宅 5,476万9千円

合　計 86億694万4千円

億 

９
１
６
６
万
２ 

千
円
で
、
前
年

度
当
初
予
算
と
比
較
す
る
と
８
・
１

㌫
増
と
な
り
ま
し
た
。

歳
入
　
市
税
は
、
つ
く
ば
エ

ク
ス
プ
レ
ス
み
ら
い
平

駅
周
辺
な
ど
へ
の
人
口
増
加
に
伴

い
、
固
定
資
産
税
な
ど
一
部
に
増
収

が
見
込
ま
れ
ま
す
が
、
昨
今
の
社
会

経
済
状
況
を
踏
ま
え
、
市
税
全
体
で

は
、
ほ
ぼ
前
年
度
並
み
の
規
模
を
見

込
み
、
対
前
年
度
比
２
・
６
㌫
減
の

56
億
４
１
４
７
万
１
千
円
を
計
上
し

ま
し
た
。
ま
た
、
地
方
交
付
税
は
、

国
の
平
成
22
年
度
地
方
財
政
対
策
に

伴
い
、
対
前
年
度
比
16
・
７
㌫
増
と

な
る
25
億
８
０
０
０
万
円
を
計
上
し

て
い
ま
す
。

　
国
庫
支
出
金
で
は
、
国
の
道
路

整
備
事
業
の
補
助
採
択
を
受
け
た

こ
と
や
子
ど
も
手
当
の
創
設
な
ど

に
伴
い
、
対
前
年
度
比
１
０
０
・
５

㌫
増
と
な
る
18
億
８
６
１
５
万
４
千

円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。
な
お
、

県
支
出
金
で
は
、
都
市
公
園
事
業

負
担
金
や
緊
急
雇
用
創
出
事
業

増
に
伴
い
、
36
・
２
㌫
増
と
な
る

８
億
９
１
１
１
万
８
千
円
を
計
上
し

ま
し
た
。
ま
た
、
財
源
不
足
を
補
う

と
と
も
に
事
業
費
確
保
の
た
め
、
市

の
基
金
を
２
億
２
４
７
７
万
８
千
円

取
り
崩
す
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
人
件
費
は
、
一
般
職
員

の
採
用
抑
制
に
よ
る
職
員

歳
出

自主財源 66億7449万円　44％
皆さんから納めていただいた税金など

【
歳
入
・
自
主
財
源
】

【
歳
入
・
依
存
財
源
】

※(　)内は、対前年度増減率
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体
の
ケ
ア
は
大
丈
夫
で
す
か
？

　
市
で
は
、
国
民
健
康
保
険
に
加
入
さ
れ
て
い
る
皆
さ

ん
に
、疾
病
の
早
期
発
見
や
生
活
習
慣
病
の
予
防
な
ど
、

健
康
管
理
に
努
め
て
い
た
だ
く
た
め
、
人
間
ド
ッ
ク
・

脳
ド
ッ
ク
検
診
補
助
を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

　
な
お
、
受
診
の
結
果
に
つ
い
て
は
、
特
定
健
康
診
査
・

保
健
指
導
な
ど
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

～
人
間
ド
ッ
ク
・
脳
ド
ッ
ク
助
成
制
度
～
　

・
人
間
ド
ッ
ク
＝
先
着
３
６
０
人

・
脳
ド
ッ
ク
＝
先
着
80
人

定
員

助
成
額

・
人
間
ド
ッ
ク
＝
1
万
7
千
円

・
脳
ド
ッ
ク
＝
2
万
8
千
円

対
象
者

　
満
年
齢
40
歳
以
上
（
検
査
当
日
）

の
国
民
健
康
保
険
加
入
者

　
た
だ
し
、
次
の
方
は
助
成
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

・
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
さ

れ
て
い
る
方

・
国
民
健
康
保
険
税
を
滞
納
し
て
い

る
方

受
付
開
始
日
時

　
５
月
６
日
㈭
～
（
※
土
、
日
、
祝

　
日
は
除
く
）

　
午
前
8
時
30
分
～
午
後
5
時

提
出
先

・
伊
奈
庁
舎
国
保
年
金
課

・
谷
和
原
庁
舎
市
民
窓
口
課
（
※
５
月

　
６
日
午
前
の
み
２
階
会
議
室
で
実
施
）

ご
注
意
く
だ
さ
い

・
他
の
世
帯
の
申
請
書
を
預
か
り
、

　
あ
わ
せ
て
提
出
が
あ
っ
た
場
合
、

　
預
か
り
分
は
当
日
の
最
終
受
け
付

　
け
と
な
り
ま
す
。

・
人
間
ド
ッ
ク
と
脳
ド
ッ
ク
の
両
方

　
を
受
け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

・
平
成
20
・
21
年
度
に
脳
ド
ッ
ク
の

　
助
成
を
受
け
ら
れ
た
方
は
、脳
ド
ッ 

　
ク
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

・
人
間
ド
ッ
ク
・
脳
ド
ッ
ク
を
受
け

る
方
に
つ
い
て
は
特
定
健
康
診

査
（
み
ら
い
健
診
）
を
受
診
す

申
込
方
法

　
助
成
申
請
書
（
申
請
窓
口
に
備
え

付
け
）
に
、
必
要
事
項
を
記
入
の
う

え
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

実
施
医
療
機
関

牛
久
愛
和
総
合
病
院
（
牛
久
市
）

　
☎
０
２
９-

８
７
３-

３
１
１
１

霞
ヶ
浦
成
人
病
研
究
事
業
団
健
診
セ

ン
タ
ー
（
阿
見
町
）

　
☎
０
２
９-

８
８
７-

４
５
６
３

総
合
守
谷
第
一
病
院
（
守
谷
市
）

　
☎
０
２
９
７-

４
５-

５
１
１
１

筑
波
学
園
病
院
（
つ
く
ば
市
）

　
☎
０
２
９-

８
３
６-

１
３
５
５

筑
波
記
念
病
院
《
つ
く
ば
ト
ー
タ
ル

ヘ
ル
ス
プ
ラ
ザ
》（
つ
く
ば
市
）

　
☎
０
２
９-

８
６
４-

３
５
８
８

筑
波
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
《
つ
く

ば
総
合
検
診
セ
ン
タ
ー
》（
つ
く
ば
市
）

　
☎
０
２
９-

８
５
６-

３
５
０
０

取
手
協
同
病
院
（
取
手
市
）

　
☎
０
２
９
７-

７
４-

５
５
５
１

守
谷
慶
友
病
院
（
守
谷
市
）

　
☎
０
２
９
７-

４
５-

３
３
１
１

取
手
北
相
馬
保
健
医
療
セ
ン
タ
ー
医

師
会
病
院
（
取
手
市
）

　
☎
０
２
９
７-

７
１-

９
５
０
０

き
ぬ
医
師
会
病
院
（
常
総
市
）

　
☎
０
２
９
７-

２
３-

１
７
７
１

つ
く
ば
白
亜
ク
リ
ニ
ッ
ク（
つ
く
ば
市
）

※
人
間
ド
ッ
ク
の
み

　
☎
０
２
９-

８
３
７-

０
２
０
８

　
　
伊
奈
庁
舎
国
保
年
金
課
☎
58
︲

２
１
１
１
（
内
線
１
１
８
１
～
７
）

問 鳥
越
ク
リ
ニ
ッ
ク
（
牛
久
市
）

　
☎
０
２
９-

８
７
４-

８
８
２
３

か
ね
し
げ
病
院
（
取
手
市
）

　
☎
０
２
９
７-

８
３-

７
１
７
７

龍
ヶ
崎
済
生
会
病
院
（
龍
ヶ
崎
市
）

　
☎
０
２
９
７-
６
３-

７
１
１
１

丸
野
医
院
（
取
手
市
）

※
脳
ド
ッ
ク
の
み

　
☎
０
２
９
７-

７
４-

４
１
９
９

　
詳
し
い
検
査
項
目
・
本
人
負
担
額

な
ど
は
、
各
医
療
機
関
へ
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

 

青
少
年
の
健
全
育
成
の
た
め
に

　
青
少
年
に
関
す
る
条
例
が
全
面
改
正
さ
れ
、「
茨
城

県
青
少
年
の
健
全
育
成
等
に
関
す
る
条
例
」
と
な
り

ま
し
た
。

　
み
ん
な
で
青
少
年
の
健
全
育
成
や
若
者
の
活
動
の

支
援
、
よ
り
良
い
青
少
年
を
取
り
巻
く
環
境
の
整
備

に
取
り
組
ん
で
行
き
ま
し
ょ
う
。

～
青
少
年
の
健
全
育
成
等
に
関
す
る
条
例
～
　

○ 

深
夜
（
夜
11 

時
か
ら
翌
朝
４
時
）

に
青
少
年
を
外
出
さ
せ
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。（
第
33 

条
）

　
青
少
年
の
深
夜
外
出
は
、
非
行
や

犯
罪
被
害
に
つ
な
が
り
や
す
い
た

め
、
大
変
危
険
で
す
。

◆ 

保
護
者
は
、
深
夜
に
子
ど
も
を

主
な
遵
守
事
項

外
出
さ
せ
な
い
よ
う
努
め
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

◆ 

誰
で
も
、
保
護
者
の
承
認
を
受

け
な
い
で
、
深
夜
に
青
少
年
を
連
れ

出
し
た
り
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

［
罰
則
］
青
少
年
の
連
れ
出
し
な
ど

の
違
反
を
し
た
場
合
…
30
万
円
以
下

の
罰
金

○ 

深
夜
に
青
少
年
を
入
場
さ
せ
て

は
い
け
な
い
お
店
が
あ
り
ま
す
。（
第

34 

条
）

　
映
画
館
、
カ
ラ
オ
ケ
ボ
ッ
ク
ス
、

ま
ん
が
喫
茶
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
カ

フ
ェ
は
、
深
夜
に
青
少
年
を
入
場
さ

せ
て
は
い
け
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。（
映
画
館
は
新
た
に
追
加
）

［
罰
則
］
お
店
が
深
夜
に
青
少
年
を

入
場
さ
せ
た
場
合
…
30
万
円
以
下
の

罰
金

○ 

青
少
年
の
入
れ
墨
（
タ
ト
ゥ
ー

を
含
む
。）
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
第
36 

条
）

　
誰
で
も
青
少
年
に
対
し
、
入
れ
墨

を
し
た
り
さ
せ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

［
罰
則
］
違
反
し
た
場
合
…
50
万
以

下
の
罰
金

※「 青 少 年 」 と は ０ 
歳から18 歳未満の方

　
　
県
女
性
青
少
年
課
☎
０
２
９
︲

３
０
１
︲
２
１
８
３

問

期日前投票は、４月19日㈪から24日㈯まで市役所伊奈庁舎・谷和原庁舎で行っています

つくばみらいＮｅｗｓ！
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良
好
な
水
質
環
境
を
目
指
し
て

　
市
で
は
、
生
活
排
水
に
よ
る
公
共
用
水
域
の
水
質

汚
濁
防
止
の
た
め
、
国
が
行
う
合
併
処
理
浄
化
槽
設

置
整
備
補
助
に
対
応
し
、
合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
者

に
補
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。

～
合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
の
補
助
～
　

補
助
対
象

問　  

下
水
道
課
　
☎
52
︲
３
９
３
９

補
助
事
業
が
廃
止
に
な
り
ま
す

～
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
購
入
費
一
部
補
助
～

　
市
で
は
、
幼
児
の
交
通
事
故
防
止

を
図
る
た
め
、
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト

購
入
費
の
一
部
補
助
を
実
施
し
て
き

ま
し
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
平
成
12
年
４
月

１
日
の
道
路
交
通
法
の
改
正
に
よ
る

幼
児
の
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
着
用

の
義
務
化
か
ら
10
年
が
経
過
し
、
交

通
安
全
の
観
点
か
ら
の
チ
ャ
イ
ル
ド

シ
ー
ト
着
用
の
普
及
・
促
進
と
い
う

当
初
の
目
的
が
達
成
さ
れ
た
こ
と
を

受
け
、
本
年
９
月
30
日
㈭
を
も
っ
て

良
好
な
生
活
環
境
を
保
全
す
る
た
め

～
ラ
ブ
ホ
テ
ル
建
築
等
規
制
条
例
を
制
定
～

　
市
民
の
良
好
な
生
活
環
境
の
保
全
と
青
少
年
の
健

全
な
育
成
を
図
る
た
め
、
市
内
で
の
ラ
ブ
ホ
テ
ル
の

建
築
を
規
制
す
る
「
ラ
ブ
ホ
テ
ル
建
築
等
規
制
条
例
」

を
制
定
し
、
４
月
１
日
か
ら
施
行
し
ま
し
た
。

 

円
滑
な
道
路
交
通
の
た
め
に

～
道
路
に
枝
の
張
り
出
し
は
あ
り
ま
せ
ん
か
～

　
道
路
へ
の
倒
木
や
枝
が
張
り
出
し

て
い
た
り
、
枯
木
や
折
れ
枝
な
ど
が

あ
る
こ
と
で
、
通
行
を
妨
げ
車
両
や

歩
行
者
に
事
故
が
発
生
し
た
場
合
、

そ
の
樹
木
の
所
有
者
が
責
任
を
問
わ

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
今
後
、
事
故
を
未
然
に
防
ぐ
た
め

に
も
、
所
有
し
て
い
る
樹
木
な
ど
の

管
理
は
も
と
よ
り
、
強
風
や
大
雨
の

後
に
は
、
特
に
注
意
さ
れ
ま
す
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

○
次
の
区
域
以
外
の
地
域

　
・
公
共
下
水
道
事
業
認
可
区
域

　
・
農
業
集
落
排
水
事
業
認
可
区
域

　
・
コ
ミ
ニ
テ
ィ
プ
ラ
ン
ト
事
業
整

　
　
備
区
域

○
市
税
等
に
滞
納
が
な
い
こ
と

補
助
金
額

通
常
型
浄
化
槽

○
5
人
槽
・
・
・
29
万
４
千
円

○
7
人
槽
・
・
・
34
万
２
千
円

○
10
人
槽
・
・
・
45
万
９
千
円

高
度
処
理
型
合
併
浄
化
槽

Ｎ
型
（
窒
素
ま
た
は
り
ん
除
去
能
力

を
有
す
る
高
度
処
理
型
）

○
5
人
槽
・
・
・
66
万
4
千
円

○
7
人
槽
・
・
・
70
万
2
千
円

○
10
人
槽
・
・
・
75
万
2
千
円

高
度
処
理
型
合
併
浄
化
槽

Ｎ
Ｐ
型
（
窒
素
お
よ
び
り
ん
除
去
能

力
を
有
す
る
高
度
処
理
型
）

○
5
人
槽
・
・
・
87
万
6
千
円

○
7
人
槽
・
・
・
１
３
１
万
9
千
円

※
市
が
指
定
す
る
牛
久
沼
流
域
に
つ

い
て
は
、
Ｎ
型
・
Ｎ
Ｐ
型
い
ず
れ
か

と
し
、
そ
の
他
の
対
象
地
域
に
つ
い

て
は
通
常
型
の
補
助
と
し
ま
す
。

　
本
年
4
月
1
日
か
ら
新
た
に
浄
化

槽
一
括
契
約
シ
ス
テ
ム
が
始
ま
り
ま

ご
注
意
く
だ
さ
い

し
た
。
こ
れ
は
、
管
理
者
の
義
務
で

あ
る
保
守
点
検
・
清
掃
・
法
定
検
査

が
県
で
定
め
た
契
約
書
に
よ
り
一
括

し
て
契
約
で
き
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

今
後
は
こ
ち
ら
の
契
約
書
の
添
付
が

必
要
と
な
り
ま
す
。
補
助
金
を
希
望

さ
れ
て
い
る
方
は
十
分
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

受
付
期
間

　
4
月
1
日
㈭
～
11
月
30
日
㈫

　
た
だ
し
、
平
成
22
年
度
工
事
完
了

の
も
の
に
限
り
ま
す
。

基
本
的
内
容

・
ラ
ブ
ホ
テ
ル
の
基
準
・
建
築
禁
止

　
区
域
の
規
定

・
ホ
テ
ル
等
の
建
築
等
の
際
の
手
続

　
き
の
規
定

条
例
の
概
要

・
禁
止
区
域
内
で
の
ラ
ブ
ホ
テ
ル
建

　
築
の
規
制

・
ホ
テ
ル
等
の
建
築
等
を
す
る
際
に

　
申
請
の
義
務
付
け

・
申
請
日
か
ら
30
日
以
内
の
近
隣
住

　
民
へ
の
説
明
会
開
催
の
義
務
付
け

・
ホ
テ
ル
等
の
審
査
の
た
め
の
「
ホ

　
テ
ル
等
建
築
審
議
会
」
の
設
置

・
条
例
違
反
者
に
対
し
て
の
改
善
の

　
勧
告
・
命
令
規
定

・
命
令
違
反
者
へ
の
罰
則
規
定

　
　
谷
和
原
庁
舎
都
市
計
画
課
☎
58

︲
２
１
１
１
（
内
線
８
１
６
１
）

問

事
業
を
廃
止
し
ま
す
。
ご
理
解
・
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
今
後
、
申
請
を
希
望
す
る
方
は
、

本
年
9
月
30
日
㈭
ま
で
に
生
活
環
境

課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
予
算
内
で
の
補
助
の
た
め
、
期
限

よ
り
前
に
受
付
終
了
と
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く

だ
さ
い
。

　
　
谷
和
原
庁
舎
生
活
環
境
課
☎
58

︲
２
１
１
１
（
内
線
８
１
３
６
）

問

　
　
谷
和
原
庁
舎
建
設
課
☎
58
︲

２
１
１
１
（
内
線
８
１
８
４
）

　
　
谷
和
原
庁
舎
生
活
環
境
課
☎
58

︲
２
１
１
１
（
内
線
８
１
３
８
）

問問

４月25日㈰は、市長選挙・市議会議員補欠選挙の投票日です

つくばみらいＮｅｗｓ！
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支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

　
ま
た
３
月
以
降
、
出
生
や
他
市
町

村
か
ら
転
入
し
て
き
た
り
し
た
方
な

ど
が
、
３
月
31
日
時
点
で
当
市
の
児

童
手
当
の
認
定
を
さ
れ
て
い
な
い
方

に
つ
い
て
も
、
子
ど
も
手
当
の
申
請

手
続
き
が
必
要
で
す
。

　
こ
れ
ら
の
場
合
、
新
制
度
開
始
の

経
過
措
置
と
し
て
、
本
年
９
月
末
日

ま
で
に
申
請
を
行
え
ば
、
子
ど
も
手

当
を
受
給
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
時

点
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
支
給
さ
れ
ま
す

が
、
手
続
き
を
早
め
に
行
う
こ
と
を

推
奨
し
ま
す
。

　
経
過
措
置
が
適
用
さ
れ
な
い
場
合

は
、
手
続
き
が
遅
れ
て
し
ま
う
と
、

遅
れ
た
分
だ
け
手
当
が
受
給
で
き
ま

せ
ん
。

　
　（
前
ペ
ー
ジ
か
ら
続
き
）

◇
転
入
前
の
住
所
地
で
、
す
で
に
子

ど
も
手
当
の
受
給
認
定
を
さ
れ
て
い

た
方
に
つ
い
て
は
、
経
過
措
置
は
適

用
さ
れ
ま
せ
ん
。

◇
４
月
以
降
に
出
生
な
ど
で
中
学
生

以
下
の
子
ど
も
を
養
育
す
る
よ
う
に

な
っ
た
場
合
、
そ
の
子
ど
も
に
か
か

る
経
過
措
置
は
適
用
さ
れ
ま
せ
ん
。

◇
４
月
以
降
に
住
所
や
監
護
者
の
異

動
な
ど
が
あ
っ
た
場
合
、
そ
の
後
の

申
請
に
つ
い
て
は
、
経
過
措
置
は
適

用
さ
れ
ま
せ
ん
。

ご
注
意
く
だ
さ
い

　
住
民
記
録
や
加
入
年
金
、
子
ど
も

の
監
護
状
況
等
に
つ
い
て
確
認
後
、

受
給
資
格
が
認
定
さ
れ
ま
す
。

　
手
続
き
の
際
に
必
要
な
も
の
は
、

以
下
の
３
点
で
す
。

①
印
鑑

②
受
給
者
名
義
の
口
座
が
わ
か
る
も
の

③
受
給
者
の
健
康
保
険
証
ま
た
は
年

　
金
加
入
証
明
書

※
受
給
者
と
は
、
監
護
者
の
内
、
主

に
児
童
の
生
計
を
担
う
方
で
す
。

※
「
認
定
請
求
書
（
申
請
書
）」
は
、

児
童
福
祉
課
窓
口
に
あ
り
ま
す
。

※
子
ど
も
と
別
居
し
て
い
る
場
合

や
、
監
護
者
が
子
ど
も
の
親
で
は
な

い
場
合
、
外
国
籍
の
方
な
ど
は
別
途

手
続
き
が
必
要
で
す
の
で
、
児
童
福

祉
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
公
務
員
の
場
合
、
勤
務
先
へ
の
申

請
と
な
り
ま
す
。

認
定
請
求
の
方
法

子
ど
も
手
当
の
支
給

　
手
当
は
、
原
則
と
し
て
認
定
請
求

し
た
月
の
翌
月
分
か
ら
支
給
し
ま
す

（
前
述
の
経
過
措
置
を
除
く
）。

　
た
だ
し
、
転
入
・
出
生
後
15
日
以

内
に
手
続
き
を
し
た
場
合
、
異
動
が

あ
っ
た
日
の
属
す
る
月
の
翌
月
分
か

ら
手
当
を
支
給
し
ま
す
。

　
経
過
措
置
が
適
用
さ
れ
な
い
場
合

に
は
、
手
当
は
さ
か
の
ぼ
っ
て
支
給

す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
申

請
忘
れ
に
は
く
れ
ぐ
れ
も
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

　
ま
た
、
子
ど
も
手
当
は
二
重
に
お

支
払
い
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
子
ど
も

を
監
護
・
養
育
す
る
方
の
い
ず
れ
か

一
人
が
受
給
者
と
な
り
ま
す
。

　
他
市
区
町
村
な
ど
で
、
そ
の
子
ど

も
に
か
か
る
子
ど
も
手
当
を
受
給
し

て
い
る
場
合
に
は
、
当
市
か
ら
の
手

当
受
給
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
な
お
、子
ど
も
手
当
の
支
払
期
は
、

６
月
・
10
月
・
２
月
（
年
３
回
）
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

円
滑
な
手
当
支
給
の
た
め

　
手
当
の
支
給
は
、
６
月
を
予
定
し

て
い
ま
す
が
、
市
内
の
中
学
校
修
了

前
の
児
童
を
主
管
す
る
事
務
処
理
の

進
捗
状
況
に
よ
り
、
支
払
い
に
遅
れ

が
生
じ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
皆

さ
ん
の
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

今
後
、
円
滑
な
手
当
支
給
を
行
う
た

め
に
も
、
９
月
末
の
申
請
期
限
に
関

わ
ら
ず
、
早
め
の
申
請
を
お
願
い
し

ま
す
。

現
況
届
の
提
出
に
つ
い
て

　
児
童
手
当
か
ら
継
続
し
て
子
ど
も

支
払
い
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

　
６
月
に
支
払
わ
れ
る
予
定
の
手
当

に
つ
い
て
、
子
ど
も
手
当
は
４
～
５

月
の
２
カ
月
分
で
す
。
児
童
手
当
受

給
者
で
あ
っ
た
方
に
つ
い
て
は
、
２

～
３
月
分
を
あ
わ
せ
て
支
給
し
ま

す
。詳
細
は
左
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

支払月 支給対象月（手当の名称） 子ども１人の手当額（月額）

平成22年６月

平成22年２月分（児童手当） ０円、5,000円、10,000円

平成22年３月分（児童手当） ０円、5,000円、10,000円

平成22年４月分（子ども手当） 13,000円

平成22年５月分（子ども手当） 13,000円

平成22年10月

平成22年６月分（子ども手当） 13,000円

平成22年７月分（子ども手当） 13,000円

平成22年８月分（子ども手当） 13,000円

平成22年９月分（子ども手当） 13,000円

平成23年２月

平成22年10月分（子ども手当） 13,000円

平成22年11月分（子ども手当） 13,000円

平成22年12月分（子ども手当） 13,000円

平成23年１月分（子ども手当） 13,000円

平成23年６月

平成23年２月分（子ども手当） 13,000円

平成23年３月分（子ども手当） 13,000円

平成23年４月分（未定） 26,000円（未定）

平成23年５月分（未定） 26,000円（未定）

　  

伊
奈
庁
舎
児
童
福
祉
課
☎
58
︲

２
１
１
１
（
内
線
１
１
６
２
）

問

手
当
を
受
給
す
る
方
に
つ
い
て
は
、

子
ど
も
手
当
に
移
行
し
て
も
、
児
童

手
当
と
同
様
に
、
毎
年
６
月
の
現
況

届
（
児
童
の
監
護
状
況
や
加
入
年
金

状
況
の
届
出
）
を
提
出
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
本
年
４
月
以
降

に
新
規
で
子
ど
も
手
当
の
受
給
申
請

を
さ
れ
た
方
は
、
初
年
度
の
み
、
現

況
届
の
提
出
が
免
除
さ
れ
る
予
定
で

す
。

　
現
況
届
対
象
者
に
つ
い
て
は
、
６

月
頃
に
通
知
を
お
送
り
し
ま
す
。

つくばみらいＮｅｗｓ！
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緑
を
守
る
森
林
づ
く
り

～
身
近
な
緑
の
整
備
・
保
全
の
提
案
募
集
～

　
市
民
の
身
近
な
安
ら
ぎ
の
場
や
美

し
い
景
観
の
維
持
な
ど
、
多
く
の
公

益
的
機
能
を
も
つ
平
地
林
や
里
山
林

は
、開
発
や
管
理
放
棄
な
ど
に
よ
り
、

減
少
と
荒
廃
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
市
で
は
、
２
年
前
に
県
が

導
入
し
た
「
森
林
湖
沼
環
境
税
」
を

活
用
し
、
森
林
所
有
者
や
森
林
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
提
案
を
受
け
、
自
然
体

験
活
動
を
行
う
た
め
の
森
林
の
整
備

ま
た
は
通
学
路
・
公
共
施
設
・
住
宅

団
地
周
辺
の
身
近
な
緑
の
維
持
・
保

　
　
谷
和
原
庁
舎
農
政
課
☎
58
︲

２
１
１
１
（
内
線
８
１
５
３
）

問

 

子
ど
も
た
ち
を
社
会
で
支
え
る

～
「
子
ど
も
手
当
」
が
始
ま
り
ま
し
た
～

　政
府
の
政
策
に
伴
い
、
平
成
22
年
度
（
平
成
22

年
４
月
１
日
）
か
ら
「
児
童
手
当
制
度
」
は
「
子

ど
も
手
当
制
度
」
へ
と
移
行
し
ま
し
た
。

現
行
の
児
童
手
当
と
の

変
更
点
と
は
？

◇
所
得
制
限
が
あ
り
ま
せ
ん
。

あなたの世帯は該当しますか？

児童手当
（Ｈ22.３月まで）

子ども手当
（Ｈ22.４月から）

所得制限 あり なし

支給対象
児童

小学校修了まで
（12歳到達後の
３月31日まで）

中学校修了まで
（15歳到達後の
３月31日まで）

手当額
（月額）

３歳未満および
第３子以降は、
10,000円。３歳
以上の第１～２
子は5,000円。

中学生以下の子
どもに、一律
13,000円。

寄附制度 なし あり

支
給
要
件
と
は
？

　
子
ど
も
手
当
に
お
け
る「
子
ど
も
」

と
は
、
15
歳
に
達
す
る
日
以
降
の
最

初
の
３
月
31
日
ま
で
に
あ
る
者
（
中

学
校
修
了
前
）
と
し
、
父
母
な
ど
の

支
給
要
件
は
、
児
童
手
当
と
大
き
く

変
更
な
く
、
日
本
国
内
に
居
住
し
、

子
ど
も
の
監
護
を
行
い
、
か
つ
生
計

を
担
う
者
を
い
い
ま
す
。

全
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

　
整
備
の
条
件
と
し
て
、
市
と
森
林

所
有
者
な
ど
に
お
い
て
、
10
年
間
の

森
林
の
維
持
・
保
全
に
関
す
る
協
定

を
結
び
ま
す
。

　
身
近
な
緑
を
守
る
た
め
、
皆
さ
ん

の
ご
提
案
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

◇
支
給
対
象
児
童
が
中
学
校
修
了
ま

　
で
延
長
さ
れ
ま
す
。

◇
手
当
額
が
児
童
一
人
に
つ
き
一
律

　
月
額
１
万
３
０
０
０
円
（
平
成
22

　
年
度
）
に
な
り
ま
す
。

◇
手
当
を
市
に
寄
附
で
き
ま
す
。

監護者は、日本国内に居住していますか？
※「監護」とは、子どもの生活全般の面倒
をみることです。

子ども手当の対象になりません。

子ども手当の対象になりません。

はい
いいえ

いいえ

平成７年４月２日以降に生まれたお子さんは
いますか？

平成22年３月末までに児童手当（小学校
修了前特例給付等含む）の受給認定はされ
ていましたか？

はい

平成22年４月１日時点で、中学２年生か３
年生のお子さんはいますか？

はい

中学生も子ども手当の対象となります。児童
福祉課で、手当増額の申請をしてください。

はい

子ども手当を受給できます。
児童福祉課で申請してください。

いいえ
手続きを行う必要はなく、自動
的に子ども手当の受給者となり
ます。新中学１年生は申請しなく
ても、児童手当から継続支給と
なります。

いいえ

※監護者が公務員の方は、ご自身の勤務
先で確認・申請を行ってください。手当
は勤務先から支給されます。

所得制限で受けられなかった方など

手
当
の
使
い
道
と
は
？

　
子
ど
も
手
当
は
、
次
代
を
担
う
子

ど
も
一
人
ひ
と
り
の
育
ち
を
社
会
全

体
で
応
援
す
る
と
い
う
趣
旨
の
も
と

に
支
給
さ
れ
ま
す
。
手
当
の
受
給
者

に
つ
い
て
は
、
趣
旨
に
か
ん
が
み
、

法
律
に
よ
り
、
そ
の
趣
旨
に
従
っ
て

子
ど
も
手
当
を
使
用
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
責
務
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
子
ど
も
手
当
は
、
こ
の
よ
う

な
趣
旨
に
沿
っ
て
使
わ
れ
る
た
め

に
、
支
給
を
受
け
る
権
利
が
保
護
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
子
ど
も
手
当
の
趣
旨
や

受
給
者
の
責
務
、
受
給
権
の
保
護
を

踏
ま
え
る
と
、
仮
に
、
子
ど
も
の
育

ち
の
た
め
の
費
用
で
あ
る「
給
食
費
」

や
「
保
育
料
」
な
ど
を
滞
納
し
な
が

ら
、
子
ど
も
手
当
が
子
ど
も
の
健
や

か
な
育
ち
と
関
係
の
な
い
使
途
に
用

い
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
法
の
趣

旨
に
そ
ぐ
わ
な
い
も
の
と
考
え
ら
れ

ま
す
。
よ
っ
て
、
子
ど
も
手
当
は
、

必
ず
子
ど
も
の
健
や
か
な
育
ち
の
た

め
に
有
効
に
活
用
す
る
よ
う
に
し
て

く
だ
さ
い
。

子
ど
も
手
当
へ
の
移
行

　
平
成
22
月
３
月
31
日
時
点
で
、
児

童
手
当
（
小
学
校
修
了
前
特
例
給
付

含
む
）を
既
に
受
給
し
て
い
る
方（
受

給
資
格
認
定
さ
れ
て
い
る
方
）
に
つ

い
て
は
、
必
然
的
に
子
ど
も
手
当

の
受
給
資
格
を
有
し
て
い
る
と
み
な

し
、
新
た
な
受
給
申
請
手
続
き
を
行

う
必
要
は
な
く
、
そ
の
ま
ま
子
ど
も

手
当
の
受
給
者
と
な
り
ま
す
。

　
た
だ
し
、
所
得
制
限
を
超
過
し
て

い
た
方
や
、
現
況
届
未
提
出
等
に
よ

り
児
童
手
当
を
受
給
し
て
い
な
い
家

庭
、
中
学
２
、３
年
生
の
い
る
家
庭

に
つ
い
て
は
、
子
ど
も
手
当
の
手
続

き
を
行
わ
な
け
れ
ば
正
し
く
手
当
は

（
次
ペ
ー
ジ
へ
続
く
）

つくばみらいＮｅｗｓ！



20
歳
以
上
の
学
生
さ
ん
必
見
！

～
平
成
22
年
度 

学
生
納
付
特
例
の
申
請
に
つ
い
て
～

　
学
生
で
あ
っ
て
も
、
20
歳
に
な
る

と
国
民
年
金
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　
納
付
が
困
難
な
学
生
の
方
に
は
、

学
生
本
人
の
所
得
（
平
成
21
年
中
）

が
基
準
額
以
下
の
場
合
、
申
請
し
承

認
さ
れ
る
と
保
険
料
の
納
付
が
猶

予
さ
れ
る
学
生
納
付
特
例
が
あ
り
ま

す
。

　
平
成
22
年
度
（
承
認
期
間
は
平

成
22
年
４
月
か
ら
平
成
23
年
３
月
ま

で
）
の
学
生
納
付
特
例
（
納
付
の
猶

予
）
を
希
望
す
る
学
生
の
方
は
、
年

金
手
帳
・
学
生
証
（
有
効
期
限
に
注

意
）・
印
鑑
を
お
持
ち
の
う
え
、
伊

奈
庁
舎
国
保
年
金
課
で
申
請
を
し
て

く
だ
さ
い
。

　
た
だ
し
、
平
成
21
年
度
学
生
納
付

特
例
を
承
認
し
た
も
の
で
平
成
22
年

度
も
在
学
予
定
の
場
合
は
、
日
本
年

金
機
構
か
ら
は
が
き
形
式
の
学
生
納

付
特
例
の
申
請
書
が
送
付
さ
れ
、
必

要
最
小
限
の
記
載
事
項
を
記
入
し
、

郵
送
す
る
だ
け
で
申
請
が
可
能
と
な

り
ま
す
。

　
こ
の
申
請
に
該
当
す
る
方
に
は
４

月
上
旬
に
日
本
年
金
機
構
か
ら
送
付

さ
れ
ま
す
。

ど
ん
な
学
校
が
対
象
な
の
？

基
準
額
と
は
？

教
育
委
員
会

会
計
課

退
職
者（
３
月
31
日
付
）

新
規
採
用
者

■
小こ
ば
や
し
ひ
ろ
ぶ
み

林
弘
文
（
副
市
長
）

◎
古ふ
る
や
や
す
し

谷
安
史
（
総
務
部
長
）
◎
秋あ
き
た田

信の
ぶ
ひ
ろ博
（
教
育
次
長
）
◎
堤つ
つ
み
ゆ
う
ぞ
う

有
三
（
総

務
課
長
）
◎
高た
か
た
も
り
や
す

田
守
康
（
建
設
課
長
）

◎
猪い
の
せ
し
げ
お

瀬
重
夫
（
農
業
委
員
会
事
務
局

※
（
　
）
内
が
所
属
先
と
な
り
ま
す
。

▽
武た
け
い
よ
し
あ
き

居
芳
明
（
総
務
課
）
▽
宮み
や
も
と本
祐ゆ
う

司じ
（
税
務
課
）▽
鴻こ
う
の
す
た
つ
ゆ
き

巣
辰
行（
農
政
課
）

▽
幸こ
う
だ
た
け
ゆ
き

田
武
之
（
国
保
年
金
課
）
▽
吉よ
し

谷や
た
く
ま

卓
眞
（
下
水
道
課
）
▽
水み
つ
こ
し
か
ず
と

越
一
斗

（
水
道
課
）
▽
服は
っ
と
り
あ
や

部
亜
耶
（
学
校
教

育
課
）

　
学
生
本
人
の
平
成
21
年
中
の
所
得

        ◆問い合わせ先

　・日本年金機構ホームページ
　　　　http://www.nenkin.go.jp/
　 ・土浦年金事務所
　　　　☎ 029 - 824 - 7121
　・伊奈庁舎国保年金課
         　　 ☎58-2111
　　　　（内線1181 ～ 89）

が
、
１
１
８
万
円
＋
（
扶
養
親
族
な

ど
の
数
×
38
万
円
）
以
下
で
あ
れ
ば

申
請
は
可
能
で
す
。

　
学
生
と
は
、
大
学
（
大
学
院
）、

短
期
大
学
、
高
等
学
校
、
高
等
専
門

学
校
、
専
修
学
校
、
各
種
学
校
お
よ

び
一
部
で
す
が
海
外
の
大
学
の
日
本

分
校
に
在
学
す
る
方
で
、
夜
間
・
定

時
制
課
程
や
通
信
課
程
の
方
も
含
ま

れ
ま
す
の
で
、
ほ
と
ん
ど
の
学
生
の

方
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
た
だ
し
、
修
業
年
限
が
１
年
未
満

や
海
外
の
学
校
な
ど
一
部
該
当
し
な

い
学
校
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
細
は

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

年
金
額
に
反
映
し
な
い
の
？

　
学
生
納
付
特
例
を
受
け
た
期
間

は
、
年
金
を
受
給
す
る
た
め
の
受
給

資
格
期
間
に
は
含
ま
れ
ま
す
が
、
年

金
額
に
は
反
映
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

後
で
納
付
で
き
る
の
？

　
社
会
人
に
な
っ
て
か
ら
納
め
た
い

と
い
う
方
の
よ
う
に
、
10
年
以
内
で

あ
れ
ば
追
納
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
た
だ
し
、
承
認
を
受
け
た
年
度

か
ら
起
算
し
て
３
年
度
目
以
降
に
追

納
す
る
場
合
は
、
当
時
の
保
険
料
に

一
定
の
加
算
額
が
加
わ
り
ま
す
。

申
請
後
は
ど
う
す
る
の
？

　
申
請
を
す
る
と
、
承
認
ま
た
は
却

下
の
通
知
が
日
本
年
金
機
構
か
ら
郵

送
さ
れ
ま
す
。
申
請
中
に
納
付
書
や

催
告
書
な
ど
が
送
付
さ
れ
る
場
合
も

あ
り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

国民年金

◆
教
育
次
長
＝
大お
お
く
ぼ
あ
き
か
ず

久
保
明
一
（
財

政
課
長
）
●
学
校
教
育
課
長
＝

海え
び
は
ら
さ
だ
お

老
原
貞
夫
（
税
務
課
収
納
対
策
室

長
）
○
伊
奈
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
所

長
＝
中な
か
じ
ま
た
け
し

島
毅
（
総
務
課
主
査
）
○
生

涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
室
長
＝

片か
た
く
ら倉
義よ
し

徳の
り

（
都
市
計
画
課
主
査
）

◆
会
計
管
理
者
兼
会
計
課
長
＝
野の

も
と本

英ひ
で
お夫
（
国
保
年
金
課
長
）
○
課
長
補

佐
＝
木き
か
わ
ま
こ
と

川
眞（
市
民
窓
口
課
長
補
佐
）

●
議
会
事
務
局
長
＝
成な
る
し
ま
た
つ
お

島
辰
夫
（
児

童
福
祉
課
長
）

議
会
事
務
局

○
取
手
地
方
広
域
下
水
道
組
合
課
長

補
佐
＝
飯い
い
ず
み泉

隆た
か
し（

児
童
福
祉
課
主
査
）

派
遣

●
農
業
委
員
会
事
務
局
長
＝
坂さ
か
た
ひ
ろ
し

田
宏

（
農
政
課
長
）

農
業
委
員
会
事
務
局

水
道
課
長
補
佐
＝
土ど
し
だ
さ
か
え

信
田
栄
（
取
手

地
方
広
域
下
水
道
組
合
課
長
補
佐
）

長
）
◎
沢さ
わ
だ
ひ
ろ
こ

田
仁
子
（
介
護
福
祉
課
係

長
）
◎
土つ
ち
だ
し
ず
え

田
静
枝
（
伊
奈
第
１
保
育

所
主
任
保
育
士
）
◎
鈴す
ず
き
ま
さ
え

木
政
江
（
伊

奈
第
３
保
育
所
主
任
保
育
士
）
◎

文ぶ
ん
ず
い
ま
さ
お

隨
正
夫
（
谷
和
原
公
民
館
係
長
）

◎
堀ほ
り
え
え
い
こ

江
栄
子
（
谷
和
原
公
民
館
係

長
）
◎
星ほ
し
の野
拓た
く
こ子
（
わ
か
く
さ
幼
稚

園
主
任
）
◎
大お
お
く
ぼ
あ
き
ら

久
保
晃
（
伊
奈
学
校

給
食
セ
ン
タ
ー
主
幹
）
◎
及お
い
か
わ川

幸ゆ
き
え江

（
谷
和
原
第
２
保
育
所
保
育
士
）
◎

木き
む
ら
か
ず
よ

村
和
代
（
板
橋
小
学
校
用
務
員
）

つくばみらいＮｅｗｓ！

－平成22年４月15日発行－ 11

私たちが本市の新規採用職員です。
市民の皆さまのために、一生懸命頑
張ります！よろしくお願いします！
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木
製
パ
レ
ッ
ト
の
寄
贈

～
市
防
災
施
設
に
活
用
～
　

　
市
で
は
㈱
Ｌ
Ｄ
Ｆ
つ
く
ば
工
場

（
絹
の
台
）
か
ら
、
業
務
で
使
用
し

て
き
た
木
製
パ
レ
ッ
ト
35
枚
を
寄
贈

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
今
後
、
こ
の
パ
レ
ッ
ト
の
上
に
、

あ
ら
か
じ
め
作
成
し
て
お
い
た
防
災

用
の
土
の
う
袋
や
融
雪
剤
を
積
ん
で

お
き
、
罹
災
時
に
ク
レ
ー
ン
を
利
用

し
、
運
搬
車
な
ど
に
積
載
す
る
こ
と

が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

 

保
険
料
率
は
据
え
置
き

～
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
～

　
本
年
第
１
回
茨
城
県
後
期
高
齢
者

医
療
広
域
連
合
議
会
定
例
会
が
２
月

17
日
開
か
れ
、
平
成
22
・
23
年
度
の

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
率
が
次
の

と
お
り
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　　伊奈庁舎人事課 ☎ 58- 2111（内線1221）問

 

市
民
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め

～
市
職
員
人
事
異
動
（
平
成
22
年
４
月
１
日
付
け
）
～

　
多
様
化
・
高
度
化
す
る
市
民
ニ
ー
ズ
に
迅
速
・
的
確
に
対
応

し
、
市
民
の
く
ら
し
満
足
度
を
向
上
さ
せ
て
い
く
た
め
、
そ
れ

ぞ
れ
の
職
に
最
も
ふ
さ
わ
し
い
能
力
と
適
性
を
備
え
た
職
員
を

配
置
す
る
と
と
も
に
、職
員
一
人
ひ
と
り
が
積
極
性
を
も
っ
て
、

能
力
を
最
大
限
発
揮
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
市
で
は
、
職
員
の
意
識
改
革
を
進
め
、
チ
ー
ム
ス
ピ
リ
ッ
ト

の
も
と
市
民
第
一
の
市
政
づ
く
り
に
積
極
的
に
取
り
組
む
た
め

４
月
１
日
付
け
で
人
事
異
動
を
行
い
ま
し
た
。

※
異
動
者
多
数
の
た
め
、
課
長
補
佐
級
以
上
を
掲
載
し
ま
す
。

な
お
、（
　
）
内
は
、
旧
所
属
お
よ
び
前
職
で
す
。

総
務
部

市
民
経
済
部

都
市
建
設
部

保
健
福
祉
部

◆
部
長
＝
中な
か
が
わ
お
さ
む

川
修
（
市
民
経
済
部

長
）
●
総
務
課
長
＝
沖お
き
た
て
る
お

田
照
雄
（
税

務
課
長
）
●
財
政
課
長
＝
豊と
よ
し
ま
と
し
お

島
利
夫

（
下
水
道
課
長
）
●
税
務
課
長
＝

瀬せ
ざ
き
か
ず
ひ
ろ

崎
和
弘
（
学
校
教
育
課
長
）
○
企

画
政
策
課
長
補
佐
＝
梅う
め
も
と
か
ず
な
り

本
和
成
（
伊

奈
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
所
長
）
○
財

政
課
長
補
佐
＝
荒あ
ら
い
ひ
と
し

井
一
志（
同
主
査
）

○
税
務
課
長
補
佐
＝
草く
さ
ま
た
か
し

間
節
（
社
会

福
祉
課
長
補
佐
）
○
税
務
課
収
納
対

策
室
長
＝
染そ
め
や
た
け
し

谷
武（
税
務
課
長
補
佐
）

㈱ＬＤＦの谷
やざわ

沢参事（左）から
目録を受ける飯島市長（右）

　
平
成
22
年
度
の
保
険
料
額
に
つ
い

て
は
、
本
年
７
月
中
旬
以
降
に
市
国

保
年
金
課
か
ら
送
付
さ
れ
る
「
平
成

22
年
度
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
・

保
険
料
額
決
定
通
知
書
」
を
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
平
成
22
年
度
お
よ
び
23
年

度
の
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
率

●
均
等
割
額
＝
３
万
７
４
６
２
円

●
所
得
割
率
＝
７
・
60
㌫

※
保
険
料
率
は
県
内
一
律
と
な
り
、

医
療
費
の
動
向
等
を
ふ
ま
え
て
２
年

　
　
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合
事
業
課
保
険
料
班
☎
０
２
９
︲

３
０
９
︲
１
２
１
３

　
　
伊
奈
庁
舎
国
保
年
金
課
☎
58
︲

２
１
１
１
（
内
線
１
１
８
２
～
３
）

問問

 

み
ら
い
平
の
設
計
図～都

市
計
画
の
変
更
～

　
伊
奈
・
谷
和
原
丘
陵
部
一
体
型
特

定
土
地
区
画
整
理
事
業
の
事
業
計
画

変
更
（
将
来
の
土
地
利
用
計
画
の
変

更
等
）
に
よ
り
、
昨
年
か
ら
手
続

き
を
進
め
て
き
た
「
伊
奈
・
谷
和
原

丘
陵
部
地
区
の
都
市
計
画
（
用
途
地

域
・
地
区
計
画
）」
が
、
３
月
25
日

付
け
で
変
更
に
な
り
ま
し
た
。
対
象

は
、
前
年
度
の
保
険
料
率
が
据
え
置

か
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
民
間
企
業
等
の
健
康
保
険

の
被
扶
養
者
だ
っ
た
方
の
軽
減
に
つ

い
て
、
保
険
料
を
算
定
す
る
際
の
均

等
割
額
の
９
割
軽
減
が
、
引
き
続
き

決
定
さ
れ
ま
し
た
。

ご
と
に
見
直
さ
れ
ま
す
。

と
な
る
変
更
区
域
は
、
伊
奈
・
谷
和

原
丘
陵
部
地
区
内
の
地
区
公
園
周
辺

で
す
。

　
こ
れ
ら
に
伴
い
、
都
市
計
画
図
や

地
区
計
画
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
が
一

部
修
正
に
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

　
　
谷
和
原
庁
舎
都
市
計
画
課
☎
58

︲
２
１
１
１
（
内
線
８
１
６
１
）

問

◆
部
長
＝
片か
た
み
か
ず
お

見
和
男
（
都
市
建
設
部

長
）
●
農
政
課
長
＝
中な
か
じ
ま
つ
よ
し

島
強
（
企
画

政
策
課
長
補
佐
）
○
市
民
窓
口
課
長

補
佐
＝
中な
か
や
ま
か
ず
ひ
ろ

山
和
広
（
生
涯
学
習
課
ス

ポ
ー
ツ
振
興
室
長
）
○
市
民
窓
口
課

長
補
佐
（
谷
和
原
庁
舎
）
＝
直な
お
い井
仁ひ
と

◆
部
長
＝
森も
り
か
つ
み

勝
巳
（
会
計
管
理
者
兼

会
計
課
長
）
●
建
設
課
長
＝
吉よ
し
だ田

邦く
に

恵え

（
健
康
増
進
課
長
）
●
特
定
事
業

推
進
課
長
＝
井い
な
み
す
す
む

波
進
（
議
会
事
務
局

長
）●
下
水
道
課
長
＝
松ま
つ
ざ
き﨑

昭あ
き
の
り徳（

同

課
長
補
佐
）
○
都
市
計
画
課
長
補
佐

＝
中な
か
む
ら村

渉わ
た
る（

会
計
課
長
補
佐
）
○
下

●
児
童
福
祉
課
長
＝
中な

か
む
ら村

将ま
さ
し（

同
課

長
補
佐
）
●
国
保
年
金
課
長
＝
中な
か
い
ず
み泉

次つ
ぎ
お男
（
特
定
事
業
推
進
課
長
）
●
健

康
増
進
課
長
＝
沼ぬ
ま
じ
り
は
る
み
つ

尻
春
満
（
都
市
計

画
課
長
補
佐
）
○
社
会
福
祉
課
長

補
佐
＝
古ふ
る
や
た
か
お

谷
隆
夫
（
財
政
課
長
補

佐
）
○
児
童
福
祉
課
長
補
佐
＝
小こ
す
げ菅

美み

ち

こ

智
子
（
市
民
経
済
部
市
民
窓
口
課

長
補
佐
（
谷
和
原
庁
舎
））

志し

（
税
務
課
収
納
対
策
室
主
査
）

つくばみらいＮｅｗｓ！
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特集：みんなで使うものだから…

問　
　
谷
和
原
庁
舎
都
市
計
画
課

☎
58
︲
２
１
１
１
（
内
線
８
１
６
３

～
４
）

▼
屋
外
コ
ン
セ
ン
ト
の
破
損

　
福
岡
堰
さ
く
ら
公
園
内
ト
イ
レ
の

屋
外
用
コ
ン
セ
ン
ト
が
破
損
。
コ
ン

セ
ン
ト
の
端
子
が
露
出
し
、
危
険
な

た
め
、
緊
急
補
修
。

▼
街
灯
カ
バ
ー
の
破
損

　
鈴
の
丘
公
園
内
の
街
灯
カ
バ
ー
が

い
た
ず
ら
に
よ
り
破
損
。
警
察
へ
被

害
届
を
提
出
し
、
現
在
捜
索
中
。

▼
駐
車
場
の
個
人
的
利
用

　
絹
の
台
桜
公
園
駐
車
場
を
、
近
隣

の
住
民
が
自
己
の
駐
車
場
と
し
て
利

用
。
ち
ら
し
を
配
布
し
た
り
、
家
を

訪
問
し
、
注
意
を
呼
び
か
け
た
り
し

て
い
た
が
、
効
果
が
な
い
た
め
、
利

用
許
可
時
間
以
外
は
施
錠
。

▼
公
園
施
設
へ
の
落
書
き

　
公
園
施
設
（
ベ
ン
チ
・
ト
イ
レ
・

看
板
な
ど
）
に
、
落
書
き
が
頻
繁
に

行
わ
れ
る
。
左
写
真
の
落
書
き
は
、

市
職
員
が
２
時
間
を
か
け
て
除
去
。

　
一
部
の
利
用
者
に
よ
る
い
た
ず
ら

や
マ
ナ
ー
違
反
は
、
多
く
の
皆
さ
ん

に
大
変
な
迷
惑
を
か
け
て
し
ま
い
ま

す
。
壊
さ
れ
た
施
設
を
直
す
た
め
に

は
、
時
間
と
お
金
が
か
か
り
ま
す
。

当
然
、
回
復
す
る
ま
で
に
は
、
そ
の

間
の
利
用
が
制
限
さ
れ
て
し
ま
い
ま

す
。
今
後
も
快
適
に
公
園
を
利
用
し

て
い
た
だ
く
た
め
、
マ
ナ
ー
を
守
っ

た
利
用
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
ま
す
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

▼
樹
木
の
剪
定
・
伐
採
要
望

　
樹
木
の
剪
定
・
伐
採
は
、
ど
の
木

を
剪
定
す
る
の
か
自
治
会
等
で
協
議

し
た
上
で
、
都
市
計
画
課
へ
相
談
を

お
願
い
し
ま
す
。

▼
植
物
な
ど
の
採
取
は
厳
禁

　
公
園
内
で
、
タ
ケ
ノ
コ
な
ど
の
植

物
を
取
っ
て
い
く
人
が
い
ま
す
が
、

公
園
内
の
植
物
を
採
取
す
る
こ
と
は

犯
罪
で
す
。

　
ま
た
、
公
園
周
辺
の
私
有
地
ま
で

侵
入
す
る
人
も
い
る
た
め
、
苦
情
が

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
植
物
な
ど
の

採
取
は
や
め
て
く
だ
さ
い
。

市
民
参
加
の
公
園
管
理

　
さ
る
ま
い
自
然
公
園
な
ど
の
一
部

の
公
園
で
は
、
地
元
の
方
々
が
、
草

刈
り
や
ご
み
拾
い
な
ど
の
作
業
を
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
で
行
っ
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。
公
園
へ
の
愛
着
が
湧
き
、

公
園
利
用
へ
の
意
識
が
高
ま
る
と
と

も
に
、
多
く
の
方
の
目
で
、
い
た
ず

ら
な
ど
の
監
視
に
も
つ
な
が
り
ま

す
。
こ
の
公
園
は
、
私
た
ち
の
手
で

管
理
し
て
み
た
い
と
い
う
方
が
い
ま

し
た
ら
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

ご
利
用
の
際
の
お
願
い

▼
犬
の
散
歩

　
絹
の
台
桜
公
園
・
福
岡
堰
さ
く
ら

公
園
・
み
ら
い
平
地
区
近
隣
２
号
公

園
は
、
犬
の
散
歩
は
許
可
制
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
許
可
期
間
は
、
年
度
切
替
と
な
っ

て
い
ま
す
の
で
、
毎
年
申
請
を
お
願

い
し
ま
す
。
申
請
時
に
は
、
犬
の
登

録
番
号
と
印
鑑
が
必
要
で
す
。

▼
不
法
投
棄

　
福
岡
堰
さ
く
ら
公
園
駐
車
場
で

は
、
食
べ
物
の
ご
み
の
ほ
か
、
使
用

済
み
の
お
む
つ
も
多
く
捨
て
ら
れ
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、
ほ
か
の
公
園
で
も
、
粗
大

ご
み
な
ど
が
不
法
投
棄
さ
れ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
不
法
投
棄
は
犯
罪
で

す
。
市
で
も
パ
ト
ロ
ー
ル
の
強
化
に

努
め
て
い
ま
す
が
、
見
か
け
た
方
は

す
ぐ
に
警
察
へ
の
通
報
を
お
願
い
し

ま
す
。

▼
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

　
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
は
、
利
用
で
き
る

公
園
が
、
絹
の
台
桜
公
園
と
小
貝
川

水
辺
プ
ラ
ザ
水
門
駐
車
場
に
限
ら
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
許
可
制
と
な
っ

て
い
ま
す
の
で
、
利
用
予
定
日
の
一

週
間
前
ま
で
に
、
都
市
計
画
課
ま
で

申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
後
片
付
け
ま
で
責
任
を
持
っ
て
、

き
れ
い
に
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

トイレへの落書き

さるまい自然公園

後片付けがされていない
バーベキューの後

　
　（
前
ペ
ー
ジ
か
ら
続
き
）
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公
園
は
こ
こ
に
…

み
ん
な
で
使
う
も
の
だ
か
ら

～
公
園
利
用
（
マ
ナ
ー
）
を
考
え
る
～

（
都
市
計
画
課
管
理
の
主
な
公
園
）

▼
絹
の
台
桜
公
園（
絹
の
台
５
・
４
㌶
）

▼
鈴
の
丘
公
園
（
絹
の
台
０
・
５
㌶
）

▼
笛
の
丘
公
園
（
絹
の
台
０
・
２
㌶
）

▼
鐘
の
丘
公
園
（
絹
の
台
０
・
２
㌶
）

▼
せ
せ
ら
ぎ
の
小
路
（
絹
の
台
ほ
か

０
・
９
㌶
）

▼
福
岡
堰
さ
く
ら
公
園（
北
山
２
・
７

㌶
）

▼
小
貝
川
水
辺
プ
ラ
ザ
（
北
山
24
・

５
㌶
）

▼
勘
兵
衛
新
田
児
童
公
園
（
伊
奈
東

０
・
２
㌶
）

▼
さ
る
ま
い
自
然
公
園（
足
高
１
・
５

㌶
）

▼
み
ら
い
平
地
区
内
街
区
公
園
７
カ

所
（
１
・
75
㌶
）

▼
み
ら
い
平
地
区
近
隣
２
号
公
園

（
２
㌶
）

管
理
費
は
こ
ん
な
に
か

か
り
ま
す

（
平
成
20
年
度
決
算
か
ら
）

▼
高
熱
水
費
…
２
０
５
万
円
（
水
道

料
・
電
気
代
な
ど
）

▼
修
繕
料
…
１
５
２
万
円
（
遊
具
・

ベ
ン
チ
な
ど
の
修
理
代
）

▼
施
設
維
持
管
理
委
託
料
…

２
６
５
５
万
円
（
草
刈
・
清
掃
な
ど

の
管
理
委
託
）

▼
時
計
へ
の
投
石

　
勘
兵
衛
新
田
児
童
公
園
内
ポ
ー
ル

型
時
計
が
投
石
に
よ
り
破
損
。
製
品

も
古
く
修
理
不
可
能
の
た
め
、
や
む

を
得
ず
撤
去
。

残
念
な
利
用

▼
ト
イ
レ
の
詰
ま
り

　
絹
の
台
桜
公
園
内
男
子
便
器
が
詰

ま
っ
て
い
た
た
め
、
業
者
へ
補
修
依

頼
を
す
る
と
、
女
性
用
下
着
が
出
て

き
た
。
※
本
件
以
外
に
も
、
便
器
へ

の
異
物
混
入
で
の
ト
イ
レ
詰
ま
り
は

多
数
有
り
。

▼
ト
イ
レ
へ
の
放
火

　
絹
の
台
桜
公
園
内
女
子
ト
イ
レ
の

タ
ン
ク
上
部
で
紙
な
ど
を
燃
や
し
た

跡
を
発
見
。
警
察
へ
報
告
後
、
市
職

員
が
除
去
。

管
理
の
考
え
方

▼
安
全
に
利
用
し
て
い
た
だ
く
た
め

に
、
定
期
的
に
遊
具
の
点
検
を
行
っ

て
い
ま
す
。

▼
公
園
ご
と
に
、
草
の
伸
び
具
合
を

見
な
が
ら
、
除
草
作
業
計
画
を
立
て

て
い
ま
す
。

▼
木
の
剪せ
ん
て
い定

・
伐
採
を
定
期
的
に
行

い
、
樹
木
の
た
め
の
環
境
づ
く
り
に

も
気
を
配
っ
て
い
ま
す
。

▼
防
犯
対
策
と
し
て
低
い
枝
の
剪せ
ん
て
い定

や
、
薄
暗
い
場
所
を
無
く
す
た
め
樹

木
伐
採
を
行
い
、
明
る
く
見
通
し
の

良
い
公
園
を
作
っ
て
い
ま
す
。

　
公
園
を
駆
け
回
る
子
ど
も
た
ち
。
ベ
ン
チ
で
休
憩
す
る
お
年
寄
り
。
公
園
に
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
年
代
の
方
が
集
ま
り
、
楽
し
い
憩
い
の
時
間
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
、
皆
さ
ん
に
快
適
に
利
用
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
公
園
の
整
備
や
維
持

管
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
最
近
で
は
マ
ナ
ー
を
守
ら
な
い
利
用
や
い
た

ず
ら
が
頻
繁
に
発
生
し
、
市
で
は
そ
の
対
応
に
多
く
の

時
間
と
お
金
（
税
金
）
を
費
や
し
て
い
ま
す
。
こ
ん
な

マ
ナ
ー
に
、
こ
ん
な
お
金
の
使
わ
れ
方
で
い
い
の
で
し
ょ

う
か
。
今
回
は
、
公
園
利
用
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
す
。

トイレへの放火

（
次
ペ
ー
ジ
へ
続
く
）
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◆
口
座
の
残
高
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
◆

　
市
税
な
ど
を
口
座
振
替
に
よ
り
納
付
さ
れ
て
い
る
方
は
、
指
定
さ
れ
た
口
座

の
残
高
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
残
高
不
足
に
よ
り
引
き
落
と
し
が
で
き
な
い
場

合
は
、口
座
振
替
で
は
な
く
納
税
者
本
人
が
直
接
納
付
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

残
高
不
足
解
消
後
に
つ
い
て
も
、
再
引
き
落
と
し
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

◆
納
付
は
納
期
限
を
守
り
ま
し
ょ
う
◆

　
市
税
な
ど
は
、
決
め
ら
れ
た
納
期
限
ま
で
に
納
め
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

納
期
限
を
過
ぎ
る
と
、
催
告
な
ど
の
対
象
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
納
付
に
つ
い
て
は
、
市
役
所
や
金
融
機
関
の
窓
口
で
納
め
る
ほ
か
、
次
の
よ

う
な
方
法
が
あ
り
ま
す
。

◎
口
座
振
替
で
ら
く
ら
く
！

　
一
度
お
申
し
込
み
い
た
だ
け
れ
ば
、
ご
指
定
の
口
座
か
ら
毎
回
自
動
的
に
引

き
落
と
し
ま
す
。「
口
座
振
替
依
頼
書
」
を
金
融
機
関
、
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
、
郵
便

局
窓
口
に
直
接
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
コ
ン
ビ
ニ
で
い
つ
で
も
！
（
市
税
・
上
下
水
道
料
金
）

　
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
い
つ
で
も
納
税
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
納
期
限

を
過
ぎ
て
し
ま
う
と
お
取
り
扱
い
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

３月 ２月
平成23年
１月 12月 11月 10月

第４期
２／ 28

第３期
12／ 27

第８期
２／ 28

第７期
１／ 31

第６期
12／ 27

第５期
11／ 30

第４期
11／１

第４期
１／ 31

第３期
11／１

第８期
２／ 28

第７期
１／ 31

第６期
12／ 27

第５期
11／ 30

第４期
11／１

２／ 15 12 ／ 15 10 ／ 15

第６期
２／ 28

第５期
12／ 27

第４期
11／１

３／ 31 ２／ 28 １／ 31 12 ／ 27 11 ／ 30 11 ／１

３／ 31 ２／ 28 １／ 31 12 ／ 27 11 ／ 30 11 ／１

１月使用分
３／ 31

12月使用分
２／ 28

11月使用分
１／ 31

10月使用分
12／ 29

９月使用分
11／ 30

８月使用分
11／１

第４期
２／ 28

第３期
11／ 30

３／ 31 ２／ 28 １／ 31 12 ／ 29 11 ／ 30 11 ／１

３／ 31 ２／ 28 １／ 31 12 ／ 29 11 ／ 30 11 ／１

12月分
３／ 31

11月分
２／ 28

10月分
１／ 31

９月分
12／ 29

８月分
11／ 30

７月分
11／１

第４期
2/1 ～ 28

第３期
11/1 ～ 30

【下半期】（10月～平成23年３月）保存版

14－広報つくばみらい４月号（No.49）－

９月 ８月 ７月 ６月 ５月 ４月
納付月

種別

第２期
８／２

第１期
４／ 30

固定資産税

全　期
５／ 31

軽自動車税

第３期
９／ 30

第２期
８／ 31

第１期
８／２

国 民 健 康
保     険   税    

第２期
８／ 31

第１期
６／ 30

市 県 民 税

第３期
９／ 30

第２期
８／ 31

第１期
８／２

普通
徴収 後期高齢

者  医  療
保  険  料８／ 13 ６／ 15 ４／ 15 特別

徴収

第３期
８／ 31

第２期
６／ 30

第１期
４／ 30

介 護 保 険 料 

９／ 30 ８／ 31 ８／２ ６／ 30 ５／ 31 ４／ 30 保 　 育 　 料
 （毎   月）

９／ 30 ８／ 31 ８／２ ６／ 30 ５／ 31 ４／ 30 児 童 ク ラ ブ
           （毎   月）

７月使用分
９／ 30

６月使用分
８／ 31

５月使用分
８／２

４月使用分
６／ 30

３月使用分
５／ 31

２月使用分
４／ 30

上下水道料
※取手下水道除く

第２期
８／ 31

第１期
６／ 30

下水道受益者負担金

９／ 30 ８／ 31 ８／２ ６／ 30 ５／ 31 ４／ 30 住 宅 使 用 料
 （毎   月）

９／ 30 ８／ 31 ８／２ ６／ 30 ５／ 31 ４／ 30 地       　　代
 （毎   月）

６月分
９／ 30

５月分
８／ 31

４月分
８／２

３月分
６／ 30

２月分
５／ 31

１月分
４／ 30

下水道
使用料

取手地方
広域下水

道組合第２期
８/1 ～ 31

第１期
5/17 ～ 31

下水道
受益者
負担金

【上半期】（４月～９月）

平
成
22
年
度
市
税
な
ど
の
納
期
月
お
よ
び
納
期
限
一
覧
表

保存版
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〜 つくばみらいのわだい 〜

 

十
和
小
が
理
科
教
育
の
優
秀
校
に

～
幡
谷
教
育
振
興
財
団
か
ら
表
彰
～

 

目
指
そ
う
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り

～
行
政
相
談
を
ご
活
用
く
だ
さ
い
～

　
例
え
ば
、
下
の
道
路
写
真
の
よ
う

に
、
毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
困
っ
て

い
る
こ
と
、
望
ん
で
い
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。
こ
ん
な
時
、
行
政
相

談
委
員
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
市
で
は
、
今い
ま
が
わ川

和か
ず
ひ
ろ宏

さ
ん
と
相あ
い
じ
ま島

宏ひ
ろ
しさ

ん
が
行
政
相
談
委
員
と
し
て
活

　
　
伊
奈
庁
舎
秘
書
広
聴
課
☎
58
︲

２
１
１
１
（
内
線
１
２
０
３
）

問

　
幡
谷
教
育
財
団
（
代
表
幡は
た
や
ゆ
う
い
ち

谷
祐
一

理
事
長
）
の
財
団
賞
贈
呈
式
が
２
月

23
日
、
県
福
祉
会
館
（
水
戸
市
）
で

行
わ
れ
、
十
和
小
学
校
が
理
科
教
育

の
優
秀
校
と
し
て
受
賞
し
ま
し
た
。

　
当
財
団
は
、
県
内
の
小
中
学
校
を

対
象
に
、
理
科
教
育
の
優
秀
校
を
選

定
し
、
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
十
和
小
で
は
、こ
れ
ま
で
に
理
科
・

生
活
科
の
研
究
発
表
に
向
け
た
授
業

改
善
、
科
学
作
品
展
へ
の
積
極
的
な

応
募
、
環
境
教
育
と
し
て
の
「
里
山

に
お
け
る
四
季
の
体
験
活
動
」な
ど
、

児
童
が
主
体
と
な
っ
た
活
動
を
進
め

て
お
り
、
そ
の
成
果
が
評
価
さ
れ
ま

し
た
。

　
当
日
、
贈
呈
式
に
出
席
し
た
児
童

は
、「
科
学
は
世
の
中
を
便
利
に
し
て

く
れ
る
だ
け
で
な
く
、
心
も
豊
か
に

し
て
く
れ
る
素
晴
ら
し
い
も
の
な
ん

だ
と
思
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
私
た

ち
が
こ
れ
か
ら
の
科
学
を
育
て
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
感
じ
ま
し

た
。」
と
決
意
を
述
べ
て
い
ま
し
た
。

 

思
い
出
刻
み
巣
立
つ

～
市
内
の
各
小
学
校
で
卒
業
式
～

　
春
は
出
会
い
と
別
れ
の
季
節
。
誰

も
が
通
る
明
日
へ
の
ス
テ
ッ
プ
の
た

め
の
セ
レ
モ
ニ
ー
。そ
れ
が
卒
業
式
。

　
市
内
す
べ
て
の
小
学
校
の
卒
業
式

が
３
月
19
日
行
わ
れ
、
卒
業
生
は
６

年
間
の
思
い
出
が
詰
ま
っ
た
学
び
や

を
巣
立
ち
ま
し
た
。

動
し
て
い
ま
す
。
ご
相
談
は
無
料
・

秘
密
厳
守
で
す
。
ど
う
ぞ
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
行
政
相
談
の
日
程
、
会
場

等
詳
し
く
は
、
26
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

　
※
今
年
度
の
行
政
相
談
は
、
よ
り

さ
ま
ざ
ま
な
困
難
も
あ
る
だ
ろ
う

が
、
皆
さ
ん
に
は
、
応
援
し
て
く
れ

る
人
が
大
勢
い
る
こ
と
を
忘
れ
な
い

で
、
前
に
突
き
進
ん
で
ほ
し
い
」
と

は
な
む
け
の
言
葉
を
送
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
全
校
生
徒
が
歌
う
「
旅
立

ち
の
日
に
」
が
会
場
に
響
き
わ
た
る

と
、
感
極
ま
っ
た
先
生
方
や
保
護
者

ら
が
、
胸
を
詰
ま
ら
せ
ハ
ン
カ
チ
で

目
を
ぬ
ぐ
っ
て
い
ま
し
た
。

多
く
の
皆
さ
ん
に
足
を
運
ん
で
い
た

だ
け
る
よ
う
、
地
域
を
巡
回
し
て
行

い
ま
す
。
実
施
日
程
・
会
場
等
に
つ

い
て
は
、市
広
報
紙
の
「
行
政
相
談
」

の
ペ
ー
ジ
で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
の

で
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

改善前（before）改善後（after）

幡谷理事長や県知事らとの記念撮影
（後列が十和小学校の児童たち）

　
福
岡
小
体
育
館
で
は
、
卒
業
生
15

人
が
保
護
者
や
在
校
生
が
見
守
る

中
、
緊
張
し
た
表
情
で
式
に
参
加
し

ま
し
た
。

　
酒さ
か
い
ま
さ
ひ
こ

井
政
彦
校
長
は
一
人
ひ
と
り
に

卒
業
証
書
を
手
渡
し
た
後
、「
中
学
に

入
る
と
勉
学
や
部
活
動
も
忙
し
く
、

16－広報つくばみらい４月号（No.49）－

　
茨
城
新
聞
社
杯
ふ
る
さ
と
ド
リ
ー

ム
マ
ッ
チ
（
第
４
回
市
町
村
サ
ッ

カ
ー
協
会
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
大
会
）
の

決
勝
戦
が
２
月
14
日
、
ひ
た
ち
な
か

市
総
合
運
動
公
園
陸
上
競
技
場
で
行

わ
れ
、
本
市
か
ら
出
場
し
た
「
伊
奈

パ
ル
フ
ァ
ン
チ
ー
ム
」
が
、
見
事
、

準
優
勝
に
輝
き
ま
し
た
。

　
選
手
の
多
く
は
、
仕
事
を
持
ち
な

が
ら
、
平
日
夜
間
や
休
日
を
利
用
し

て
練
習
を
行
っ
て
い
ま
す
。

 

ご
は
ん
大
好
き
♪

～
コ
ン
ク
ー
ル
で
優
秀
賞
を
受
賞
～

　
家
族
や
友
人
と
の
楽
し
い
食
事
、

厳
し
い
環
境
と
米
の
成
長
へ
の
学
び

を
通
じ
て
、
農
業
や
食
べ
物
の
大
切

さ
の
理
解
を
深
め
て
も
ら
お
う
と
開

催
さ
れ
た
、「
第
34
回
『
ご
は
ん
・
お

米
と
わ
た
し
』
作
文
・
図
画
コ
ン

ク
ー
ル
（
茨
城
大
会
）」
作
文
の
部

に
お
い
て
、
稲い
の
う生
桜は
な
の乃
さ
ん
（
谷

原
小
１
年
）
の
作
品
が
、
応
募
総
数

１
９
２
４
点
の
中
か
ら
見
事
、
優
秀

賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。「
毎
日
大
好
き
な
ご
飯

を
食
べ
て
、
こ
れ
か
ら
も
大
き
く
な

り
た
い
！
」
と
桜
乃
さ
ん
は
抱
負
を

語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

 

４
０
０
年
の
灯
火
を
消
さ
な
い

～
小
張
小
で
『
綱
火
』
の
継
承
～

　
地
域
の
伝
統
芸
能
「
綱
火
」
に
つ

い
て
小
張
小
６
年
生
に
よ
る
学
習
発

表
が
、
２
月
26
日
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
で
20
年
目
を
迎
え
た
発
表
会

に
は
、
こ
の
会
を
発
案
し
た
山や
ま
ざ
き﨑

正ま
さ

治じ

さ
ん
（
当
時
の
学
校
長
）
が
招
待

さ
れ
、
子
ど
も
た
ち
が
、
綱
火
の
起

源
や
歴
史
的
背
景
、
綱
操
り
な
ど
を

研
究
レ
ポ
ー
ト
に
ま
と
め
、
そ
の
成

果
を
発
表
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
小
張
松
下
流
綱
火
保
存
会

の
方
々
は
「
綱
火
と
い
う
伝
統
芸
能

を
４
０
０
年
以
上
も
続
け
て
き
た
こ

と
は
、
と
て
も
す
ご
い
こ
と
だ
し
、

こ
れ
か
ら
も
こ
の
灯
火
を
繋
い
で
い

か
な
い
と
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
に

も
、
小
学
生
の
皆
さ
ん
に
、
こ
の
綱

火
に
つ
い
て
体
験
・
勉
強
し
て
い
た

だ
け
た
こ
と
は
、
と
て
も
嬉
し
い
。

ぜ
ひ
将
来
も
こ
の
地
で
伝
統
の
綱
火

を
守
り
続
け
て
欲
し
い
」
と
激
励
し

ま
し
た
。

　
最
後
に
直な
お
い
し
ゅ
う
ぞ
う

井
修
三
校
長
か
ら
子
ど

も
た
ち
に
向
け
て
、「
先
生
か
ら
教
わ

る
こ
と
が
勉
強
だ
と
思
っ
て
い
た
と

思
い
ま
す
が
、
今
回
の
よ
う
に
、
地

域
の
方
と
接
し
、
綱
火
を
見
て
触
れ

て
、
自
ら
取
り
組
む
こ
と
も
大
切
な

勉
強
の
ひ
と
つ
で
す
」
と
お
話
が
あ

り
ま
し
た
。

 

市
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

～
優
勝
は
遊ゆ

う
ゆ
う友

チ
ー
ム
～

　
第
８
回
市
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
選
手
権

大
会
が
２
月
21
日
、
き
ら
く
や
ま
ふ

れ
あ
い
の
丘
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
に
お

い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
成
績
は
次

の
と
お
り
で
す
。

優
勝
…
遊
友
チ
ー
ム

準
優
勝
…
絹
の
台
チ
ー
ム

第
３
位
…
グ
リ
ー
ン
ズ
チ
ー
ム

　
　
～
県
大
会
準
優
勝
～

 

市
社
会
人
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
快
挙
！

大健闘の伊奈パルファンの皆さん

優勝した遊友チームの皆さん

　
ま
た
、「
つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
沿

線
の
旅
」
と
題
し
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
テ
レ

ビ
番
組
の
取
材
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
小
張
小
に
あ
る
専
用
の

舞
台
を
使
っ
て
、
保
存
会
の
方
々
の

子
ど
も
た
ち
へ
の
指
導
風
景
や
、
５

年
生
の
綱
さ
ば
き
、
６
年
生
の
お

囃
子
の
練
習
風
景
が
収
録
さ
れ
ま
し

た
。

テレビ取材を受ける子どもたち
「綱火」の学習発表を聞き入る保存会の方

市内の出来事
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つ
く
ば
国
際
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

大
会
事
務
局
・
小こ
ば
や
し林
☎
０
２
９
‐

８
７
３
‐
７
９
０
８

▼
募
集
人
員
＝
８
人

▼
会
費
＝
無
料

▼
テ
キ
ス
ト
代
＝
１
５
０
０
円

▼
材
料
費
＝
実
費

　
　     

英
語
ク
ラ
ブ
　
石い
し
つ
か塚

☎ 

52 

‐
５
１
７
５

　
国
土
交
通
省
で
は
、
河
川
を
優
し

く
見
守
っ
て
く
だ
さ
る
河
川
愛
護
モ

ニ
タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

▼
活
動
内
容
＝
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し

て
日
常
の
生
活
の
範
囲
内
で
知
り

得
た
情
報
を
、
河
川
管
理
者
に
伝

え
る
こ
と
が
主
な
任
務

▼
応
募
資
格
＝
鬼
怒
川
ま
た
は
小
貝

川
に
接
す
る
機
会
が
多
く
、
河
川

愛
護
に
関
心
を
お
持
ち
の
満
20
歳

以
上
の
方
で
、
活
動
範
囲
の
近
隣

に
居
住
す
る
方

▼
任
期
＝
7
月
1
日
～
平
成
24
年
6

月
30
日
（
２
年
間
）

▼
手
当
＝
月
額
４
５
８
０
円

▼
応
募
方
法
＝
「
平
成
22
年
度
・
23

年
度
鬼
怒
川
・
小
貝
川
河
川
愛
護

モ
ニ
タ
ー
応
募
用
紙
」
に
必
要
事

項
を
記
入
の
う
え
、
5
月
19
日
㈬

（
必
着
）
ま
で
に
送
付
し
て
く
だ

さ
い
。

　
　
　

国
土
交
通
省
関
東
地
方
整
備

局
下
館
河
川
事
務
所
占
用
調
整
課

（
〒
３
０
８
‐
０
８
４
１
　
筑
西
市

二
木
成
１
７
５
３
）　
　

 

第
４
回
つ
く
ば
国
際

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
大
会

関
東
財
務
局
　
水
戸
財
務
事
務
所

剣
道
体
験
教
室

　
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
剣
道
部
は
、
礼

法
か
ら
基
本
動
作
ま
で
の
基
礎
的
体

験
教
室
を
４
日
間
開
催
し
ま
す
。
何

度
で
も
参
加
可
能
で
す
。

▼
日
時
・
場
所
＝
各
日
と
も
午
前
10

　
時
～
11
時
30
分
ま
で
開
催

◎
総
合
運
動
公
園
青
少
年
研
修
道

　
場
：
５
月
15
日
㈯
、 

29
日
㈯

◎
谷
和
原
武
道
館
：
５
月
22
日
㈯
、

　
６
月
５
日
㈯

▼
参
加
資
格
＝
年
齢
性
別
を
問
わ
ず

　
市
内
に
在
住
ま
た
は
在
学
の
方

　（
幼
児
・
小
学
生
低
学
年
に
つ
い

　
て
は
、
終
了
時
刻
ま
で
保
護
者
が

　
付
き
添
い
で
き
る
方
。）

▼
参
加
費
＝
無
料

▼
持
参
す
る
物
＝
タ
オ
ル
、
飲
み
物

　
な
ど

※
竹
刀
等
は
主
催
者
用
意

　
　
　
市
ス
ポ
ー
ツ
振
興
室
（
市
総

合
運
動
公
園
内
）
※
実
施
日
の
１
週

間
前
ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

☎
58
‐
４
０
０
５

問
申　

英
語
の
レ
シ
ピ
で
料
理
を
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

▼
日
時
＝
６
月
～
11
月
の
第
４
火
曜

　
日
　
午
前
10
時
～
正
午

※
会
場
な
ど
の
予
約
状
況
に
よ
り
中

　
止
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

▼
場
所
＝
谷
和
原
公
民
館

 

英
語
で
ク
ッ
キ
ン
グ

 

会  

員  

募  

集

平
成
22
年
度
・
23
年
度

鬼
怒
川
・
小
貝
川
河
川

愛
護
モ
ニ
タ
ー
募
集

申
問

  

一
人
で
悩
ま
ず
に
！

多
重
債
務
相
談
窓
口

　
水
戸
財
務
事
務
所
で
は
、
多
重
債

務
に
陥
っ
て
し
ま
っ
た
方
か
ら
の
相

談
を
受
け
て
い
ま
す
。

　
状
況
を
お
聞
き
し
、
債
務
整
理
方

法
の
ア
ド
バ
イ
ス
や
、
必
要
に
応
じ

法
律
の
専
門
家
へ
の
引
継
ぎ
も
行
な

っ
て
い
ま
す
。

　
一
人
で
悩
ま
ず
に
お
電
話
く
だ
さ

い
。
相
談
は
無
料
で
す
。

【
多
重
債
務
相
談
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
】

☎
０
２
９
‐
２
２
１
‐
３
１
９
０

▼
相
談
場
所
＝
財
務
省
関
東
財
務
局

　
水
戸
財
務
事
務
所
・
多
重
相
談
窓

　
口
（
水
戸
市
北
見
町
１
‐
４
）

▼
相
談
時
間
＝
月
曜
日
～
金
曜
日（
祝

　
日
等
を
除
く
） 

午
前
８
時
30
分
～

　
正
午
、
午
後
１
時
～
４
時
30
分

　
常
陽
年
金
相
談
コ
ー
ナ
ー
で
は
、

常
陽
銀
行
顧
問
の
社
会
保
険
労
務
士

が
、
無
料
で
ご
相
談
に
応
じ
、
年
金

請
求
手
続
き
の
代
行
を
し
て
く
れ
ま

す
。
ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
予
約
方
法
＝
事
前
に
電
話
で
申
し

常
陽
年
金
相
談

ご
利
用
く
だ
さ
い

　
筑
波
山
を
眺
め
、
サ
イ
エ
ン
ス
と

自
然
が
共
生
す
る
田
園
・
研
究
学
園

都
市
つ
く
ば
を
歩
く
ウ
オ
ー
ク
イ
ベ

ン
ト
で
す
。

▼
開
催
日
時
＝
６
月
６
日
㈰
　
午
前

　
９
時
30
分
出
発（
午
前
８
時
受
付
、

９
時
出
発
式
）
※
雨
天
決
行

▼
集
合
場
所
＝
つ
く
ば
市
中
央
公
園

　（
Ｔ
Ｘ
つ
く
ば
駅
そ
ば
）

▼
コ
ー
ス
＝
Ａ
コ
ー
ス
20
㌖
（
自
由

　
歩
行
）、
／
Ｂ
コ
ー
ス
10
㌖
（
自

　
由
歩
行
）
／
Ｃ
コ
ー
ス
５
㌖
（
自

　
由
歩
行
）
／
Ｄ
コ
ー
ス
５
㌖
（
国

　
土
地
理
院
受
付
・
発
着
・
団
体
歩

　
行
）

▼
参
加
費
＝
【
事
前
申
込
】
大
人
：

　
５
０
０
円
、
18
歳
以
下
：
３
０
０

　
円
【
当
日
申
込
】
大
人
：
８
０
０

　
円
、
18
歳
以
下
：
５
０
０
円

　
※
い
ず
れ
も
小
学
生
以
下
無
料

▼
事
前
申
込
締
切
＝
５
月
20
日
㈭

▼
事
前
申
込
方
法
＝
郵
便
局
払
込
取

　
扱
票
に
必
要
事
項
（
郵
便
番
号
・

　
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号

　
・
コ
ー
ス
名
）
を
記
入
し
、「
口
座

　
記
号
番
号
０
０
１
１
０
‐
８
‐
３

　
７
４
１
４
０
　
茨
城
県
ウ
オ
ー
キ

　
ン
グ
協
会
」
へ
お
振
り
込
み
く
だ

　
さ
い
。

 

　
　
大
会
に
つ
い
て
の
詳
し
い
こ

　
と
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問

問
申

☎
０
２
９
６
‐
25
‐
２
１
５
１

（
次
ペ
ー
ジ
へ
）

18－広報つくばみらい４月号（No.49）－

▼
日
時
＝
５
月
30
日
㈰
午
前
９
時
開
会
式

▼
場
所
＝
市
総
合
運
動
公
園
体
育
館

▼
資
格
＝
20
歳
以
上
の
市
内
在
住
ま

　
た
は
在
勤
者

▼
勤
務
時
間
＝
午
前
８
時
～
午
後
５

時
（
う
ち
６
時
間
以
内
）

▼
勤
務
場
所
＝
伊
奈
学
校
給
食
セ
ン

　
タ
ー
お
よ
び
谷
和
原
学
校
給
食
セ

　
ン
タ
ー

▼
時
給
＝
８
９
０
円
（
通
勤
手
当
別

　
途
支
給
）

▼
応
募
資
格
＝
健
康
で
作
業
の
で
き

　
る
方

▼
申
込
期
間
＝
４
月
15
日
㈭
～
28
日
㈬

　
午
前
９
時
～
午
後
５
時
（
土
、
日

　
を
除
く
）

募

集

し

ま

す

情
報

お知らせ
Information－ －

申 ･･･ 申し込み先 ･･･ 問い合わせ先問  

市
嘱
託
職
員（
調
理
員
）  

  

募
集

　

市
で
は
、
次
の
職
種
の
嘱
託
職
員

を
募
集
し
ま
す
。

◎
募
集
職
種
＝
調
理
員

▼
勤
務
内
容
＝
給
食
調
理
作
業
お
よ

　
び
食
器
具
類
の
洗
浄
な
ど

▼
募
集
人
員
＝
４
人

▼
雇
用
期
間
＝
５
月
17
日
～
平
成
23

　
年
３
月
31
日
（
更
新
あ
り
）

▼
勤
務
日
＝
土
、
日
、
祝
日
、
夏
休

　
み
期
間
等
を
除
き
原
則
週
５
日
勤

　
務

市
春
季
ソ
フ
ト
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
大
会

地域力育成ボランティア
　　　　養成講座受講者を募集します

　これから自分が年をとった時に見守ってくれる、認知症になって困った時な
どにそっと手を差し伸べてくれる、そんな「まち」にしたいとは思いませんか。
年齢を重ねても安心して暮らしていける地域をつくるためには、行政だけでな
く地域の皆さんの力が必要です。
　これからのつくばみらい市を支えるために、皆さんの力をお貸しください。
▼対象者：認知症施策や介護予防事業にボランティアとしてご協力いただけ　
　　　　　る在住、在勤、在学の方
　≪こんな方を募集しています≫
①「マップ作り隊員」として、地域の情報を収集・整理し、一緒にマップを作
　ってくださる方
　※皆さんの「あったらいいな」と思う情報を入れたマップを、平成22年度
　　中に作成します。
②定期的に高齢者の方に対する教室のお手伝いや集まりの世話役をボランテ　
　ィアでしてくださる方、その他、認知症施策や介護予防事業に可能な限りご
　協力いただける方など
▼定　員：５０人程度　　　▼会　場：谷和原公民館　大会議室
▼内　容：全４回
★第1回：6月9日㈬午前9時30分～正午
    ①講話「つくばみらい市の高齢者の現状とこれからの取り組みについて」
    ②体験学習「体験!!高齢者の気持ちになって」
　　※動きやすい服装でお越しください。
★第2回：6月24日㈭午前10時～正午
　◎講話(認知症サポーター養成講座)「認知症ってなあに？～認知症の人への
　   接し方・私達にできる事～」
       ※以前認知症サポーター養成講座を受講された方は免除できます。
★第3回：7月8日㈭ 午前10時～正午
    ◎グループワーク「みんなで考えてみよう」
★第4回：7月23日㈮午前10時～正午
    ◎交流会「今後の活動について」※内容が多少変更になることがあります。
▼申込期間：４月26日㈪～５月28日㈮（土・日・祝日を除く)
▼申込方法：伊奈庁舎介護福祉課窓口または、電話(☎58－2111内線1172)  
    でお申し込みください。

▼
面
接
試
験
＝
申
込
受
付
終
了
後
、

　
後
日
連
絡
し
ま
す
。

　
　   

伊
奈
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
☎

58
‐
５
７
０
１
、
谷
和
原
学
校
給
食

セ
ン
タ
ー
☎
52
‐
２
３
３
８

▼
参
加
チ
ー
ム
数
＝
混
合
（
男
女
各

　
２
人
）
…
16
チ
ー
ム
、
レ
デ
ィ
ス

　（
女
４
人
）
…
８
チ
ー
ム
　
※
１

　
チ
ー
ム
４
人
編
成
、
参
加
者
氏
名

　
と
チ
ー
ム
名
を
あ
わ
せ
て
お
申
し

　
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
参
加
費
＝
１
人
８
０
０
円
（
弁
当

　
代
含
む
・
当
日
集
金
）

▼
申
込
期
限
＝
５
月
８
日
㈯
（
先
着
順
）

　
　
　
市
ス
ポ
ー
ツ
振
興
室
（
市
総

合
運
動
公
園
内
）
☎
58
‐
４
０
０
５

問
申

問
申
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問

　
茨
城
県
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク

﹃
あ
そ
び
の
ひ
ろ
ば
』

　
市
立
保
育
所
で
は
、

子
育
て
に
関
す
る
知

   

～
子
育
て
を
応
援
し
て
い
ま
す 

～

　　　　　月・活動時間
 保育所
 申し込み先

５　　月
午前９時30分
　　   ～ 11時

６　　月
午前９時30分
　　　～ 11時

伊奈第１保育所
　山王新田1253(☎58-2422)

12日(水)
戸外あそび

９日(水)
パネルシアター

伊奈第２保育所
 　小張4705(☎58-1025)

19日(水)
春のお散歩

16日(水)
パネルシアター

伊奈第３保育所
長渡呂新田715(☎58-1597)

19日(水)
春のお散歩

23日(水)
パネルシアター

伊奈第４保育所
　狸穴1072-14(☎58-6002)

20日(木)
戸外あそび

15日(火)
お散歩

谷和原第１保育所
仁左衛門新田641(☎52-2100)

18日(火)
戸外あそび

15日(火)
砂あそび

谷和原第２保育所
　小絹415(☎52-4217)

25日(火)
春のお散歩

22日(火)
戸外あそび

●参加対象　出産前後の妊産婦および就学前の乳幼児とその保護者

識
、
経
験
、
技
術
な
ど
を
、
地
域
の

皆
さ
ん
に
積
極
的
に
提
供
し
、
保
護

者
の
方
の
子
育
て
に
対
す
る
負
担
や

不
安
な
ど
軽
減
す
る
た
め
に
、「
あ
そ

び
の
ひ
ろ
ば
」を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
市
内
６
カ
所
の
市
立
保
育
所
が
、

そ
れ
ぞ
れ
内
容
と
日
程
を
決
め
て
、

同
年
齢
の
保
育
所
の
子
ど
も
た
ち
と

地
域
の
子
ど
も
た
ち
が
一
緒
に
遊
ぶ

こ
と
で
、
保
護
者
が
子
ど
も
の
遊
ば

活動予定（５月～６月） 遊
び
に
来
て
ね

せ
方
や
か
か
わ
り
方
を
知
る
き
っ
か

け
を
つ
く
っ
て
い
ま
す
。

　
子
ど
も
同
士
の
ふ
れ
あ
い
と
あ
わ

せ
て
、
子
育
て
の
情
報
交
換
や
悩
ん

で
い
る
こ
と
な
ど
を
語
り
合
う
保
護

者
の
ふ
れ
あ
い
の
場
に
も
な
り
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
子
ど
も
た
ち
の
ふ
れ
あ
う

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
場
と
し
て
、
保
育

園
の
園
庭
を
開
放
し
て
い
ま
す
。

※
ご
利
用
に
な
り
た
い
保
育
所
に
、           

　
事
前
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。※あそびのひろばの他に、毎日園庭開放も行っています。ご利用ください。

　

き
ぬ
医
師
会
病
院
で
は
、
本
年
４

認
知
症
の
家
族
を
介
護

し
て
い
る
皆
さ
ん
へ

き
ぬ
医
師
会
病
院
・
小
児

科
の
診
療
体
制
が
変
更

バ
ラ
ま
つ
り
と
フ
ラ
ワ
ー

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　
茨
城
県
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
で
は
、

「
フ
ラ
ワ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
と

「
バ
ラ
ま
つ
り
」
を
開
催
し
ま
す
。

家
族
で
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
も
盛
り

だ
く
さ
ん
で
す
。

▼
開
園
時
間
＝
午
前
９
時
～
午
後
５

　
時
（
４
月
24
日
か
ら
７
月
11
日
ま

　
で
の
土
、
日
、
祝
日
は
午
後
６
時

　
ま
で
開
園
）

※
４
月
24
日
か
ら
～
７
月
11
日
ま
で

　
無
休
で
す
。

▼
入
園
料
＝
大
人
７
４
０
円
、
小
人

　
３
７
０
円

【
フ
ラ
ワ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
】

　
真
っ
白
く
幻
想
的
な
風
景
が
広

が
る
５
０
０
０
㎡
１
０
０
万
株
の

「
シ
ャ
ガ
」を
は
じ
め
、ボ
タ
ン
、シ
ャ

ク
ヤ
ク
、ツ
ツ
ジ
が
咲
き
競
い
ま
す
。

▼
開
催
期
間
＝
４
月
24
日
㈯
～
５
月

　
16
日
㈰
　

【
バ
ラ
ま
つ
り
】

　
園
内
に
広
が
る
６
５
０
品
種
３
万

株
も
の
バ
ラ
が
一
斉
に
咲
き
、
中
で

も
滝
の
よ
う
に
枝
垂
れ
咲
く
「
花
見

川
」
や
「
春
風
」
は
訪
れ
る
多
く
の

方
を
喜
ば
せ
て
い
ま
す
。

▼
開
催
期
間
＝
５
月
22
日
㈯
～
７
月

　
11
日
㈰
　

　  

茨
城
県
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
（
石

岡
市
下
青
柳
２
０
０
　
※
旧
八
郷

町
）
☎
０
２
９
９
︲
42
︲
４
１
１
１

月
か
ら
小
児
科
の
診
療
体
制
が
変
更

に
な
り
ま
し
た
。
小
児
神
経
障
が
い

（
て
ん
か
ん
、
不
登
校
、
起
立
性
調

整
障
害
、
夜
尿
症
な
ど
※
発
達
障
が

い
を
除
く
）
に
関
す
る
専
門
の
外
来

を
開
設
し
ま
し
た
。

▼
診
療
日
時
＝
毎
月
第
１
・
３
・
５
水

　
曜
日
の
午
後
　
※
予
約
制

▼
予
約
方
法
＝
病
院
窓
口
ま
た
は
電

　
話
予
約
☎
23
︲
１
７
７
８

　  

き
ぬ
医
師
会
病
院
・
小
児
科
☎

代
表
23
︲
１
７
７
１

問　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
次
世
代
教
育
セ
ン

タ
ー
で
は
、
次
の
世
代
を
担
う
子
ど

も
た
ち
や
青
少
年
の
健
全
な
育
成
の

た
め
の
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
そ
の

活
動
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
毎
月
、
不

登
校
・
引
き
こ
も
り
相
談
を
行
な
っ

て
い
ま
す
。

　
ど
な
た
で
も
ご
自
由
に
参
加
・
ご

相
談
く
だ
さ
い
。
経
験
豊
富
な
カ
ウ

ン
セ
ラ
ー
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

▼
日
時
＝
毎
月
第
１
土
曜
日
　
午
後

　
１
時
30
分
～
３
時
30
分

▼
参
加
費
＝
１
０
０
０
円

▼
会
場
＝
取
手
市
ゆ
う
あ
い
プ
ラ
ザ

　（
取
手
市
白
山
５
︲
１
︲
１
　
白

　
山
公
民
館
隣
）

　  

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
次
世
代
教
育
セ
ン

タ
ー
・
た
ん
ぽ
ぽ
の
会
事
務
局
☎

０
２
９
７
︲
95
︲
３
２
６
０

不
登
校
・
引
き
こ
も
り

相
談

問

問

　

社
団
法
人
認
知
症
の
人
と
家
族
の

会
は
、
30
年
前
に
結
成
さ
れ
、
全
国

に
約
１
万
人
の
会
員
が
い
ま
す
。

　
会
員
同
士
が
と
も
に
励
ま
し
あ
い

助
け
合
っ
て
、
認
知
症
に
な
っ
て
も

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
の
実
現
を

希
求
す
る
た
め
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を

し
て
い
ま
す
。
主
な
活
動
は
、
介
護

家
族
の
交
流
会
『
つ
ど
い
』
や
会
報

の
発
行
を
し
て
い
ま
す
。『
つ
ど
い
』

は
、
認
知
症
の
人
を
抱
え
る
介
護
者

同
士
が
お
互
い
に
話
し
合
い
、
耳
を

傾
け
あ
う
場
で
す
。
参
加
者
か
ら
は

家
族
会
に
入
り
『
つ
ど
い
』
に
参
加

し
て
介
護
に
取
り
組
む
勇
気
が
得
ら

れ
た
な
ど
の
声
が
寄
せ
れ
て
い
ま
す

　
あ
な
た
も
家
族
会
の
仲
間
に
な
り

ま
せ
ん
か
。
そ
し
て
介
護
に
立
ち
向

か
っ
て
ゆ
き
ま
し
ょ
う
。
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

『
つ
ど
い
』
開
催
場
所
・
日
時

【
つ
く
ば
会
場
・
筑
波
記
念
病
院
】

毎
月
第
１
金
曜
日
　
午
後
１
時
～
３
時

【
水
戸
会
場
・
水
戸
合
同
庁
舎
】
毎

月
第
２
金
曜
日
　
午
後
１
時
～
３
時

　 

社
団
法
人
認
知
症
の
人
と
家
族

の
会
茨
城
県
支
部
　
☎
・
Ｆ
Ａ
Ｘ

０
２
９
︲
８
７
９
︲
０
８
０
８

。
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い
た
だ
け
ま
す
。

　
電
気
使
用
量
が
少
な
い
、
電
気
使

用
量
の
削
減
率
が
高
い
、
ま
た
は
創

意
工
夫
し
て
省
エ
ネ
に
取
り
組
ん
だ

参
加
者
に
つ
い
て
は
、
表
彰
さ
れ
た

り
賞
品
が
贈
呈
さ
れ
ま
す
。

▼
応
募
資
格
＝
県
内
に
居
住
し
て
い

　
る
方
。
ど
ち
ら
か
の
コ
ー
ス
を
選

　
ん
で
い
た
だ
き
ま
す
。

①
グ
ル
ー
プ
コ
ー
ス
：
原
則
5
世
帯

　
以
上
の
グ
ル
ー
プ
（
町
内
会
、
学

　
校
、
職
場
、
仲
間
な
ど
）

②
個
人
コ
ー
ス
：
各
世
帯

▼
募
集
期
限
＝
６
月
30
日
㈬

▼
活
動
内
容
＝
７
月
か
ら
８
月
ま
で

　
の
２
カ
月
間
、
家
庭
で
節
電
な
ど

　
電
気
使
用
量
の
削
減
に
取
り
組
ん

　
で
い
た
だ
き
、
結
果
（
電
気
使
用

　
量
）
を
報
告
し
ま
す
。

▼
応
募
方
法
＝
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ま

　
た
は
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
か
ら
申
し
込

　
み
が
で
き
ま
す
。

◎
茨
城
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
『
環
境

い
ば
ら
き
』(http//w

w
w

.pref.

ibaraki.jp/kankyo/)

◎
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
、
申
込
用
紙

を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
か
谷
和
原
庁

舎
市
民
窓
口
課
に
あ
る
用
紙
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

　 

　  

大
好
き
い
ば
ら
き
県
民
会
議

事
務
局(

〒
３
１
０
︲
０
０
１
１
　

水
戸
市
三
の
丸
１
︲
５
︲
58
茨
城
県

三
の
丸
庁
舎)

☎
０
２
９
︲
２
２
４

︲
８
１
２
０
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
２
９
︲

２
３
３
︲
０
０
３
０
　

　「
労
働
力
調
査
」
は
、
法
律
で
定

め
ら
れ
た
統
計
調
査
で
、
我
が
国
の

就
業
状
況
調
査
で
す
。
就
業
者
数
、

完
全
失
業
者
数
、
完
全
失
業
率
な
ど

の
動
向
が
明
ら
か
に
さ
れ
、
経
済
対

策
や
雇
用
失
業
対
策
に
役
立
て
ら
れ

ま
す
。

　
個
人
情
報
を
他
に
漏
ら
す
こ
と
や

目
的
外
に
使
用
す
る
こ
と
は
固
く
禁

じ
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
調
査
に
ご

協
力
い
た
だ
い
た
世
帯
に
迷
惑
が
か

か
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

自
動
車
税
の
納
税
は

　
５
月
31
日
ま
で
に
！

問
申

大
好
き
　
い
ば
ら
き

エ
コ
チ
ャ
レ
ン
ジ

２
０
１
０
参
加
者
募
集

　
社
団
法
人
茨
城
県
看
護
協
会
で
は
、
高

校
生
お
よ
び
看
護
職
を
め
ざ
す
方
、
再
就

職
を
希
望
す
る
看
護
職
の
方
な
ど
を
対
象

に
、
看
護
職
合
同
進
学
・
就
職
説
明
会
を

開
催
し
ま
す
。
毎
年
多
く
の
病
院
・
施
設
・

学
校
が
出
展
し
て
い
ま
す
。

▼
日
時
・
会
場
＝
【
つ
く
ば
会
場
】
４
月

　
29
日
㈭
午
前
11
時
～
午
後
３
時
／
つ
く

　
ば
国
際
会
議
場
多
目
的
ホ
ー
ル
　【
水
戸

　
会
場
】
５
月
９
日
㈰
午
前
11
時
～
午
後

　
３
時
／
水
戸
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル

▼
対
象
者
＝
高
校
生
お
よ
び
看
護
職
を
目

　
指
す
方
、
看
護
学
生
、
看
護
の
職
に
携

　
わ
っ
て
い
る
方
　 

▼
内
容
＝
求
人
情
報
提
供
コ
ー
ナ
ー
（
各

　
病
院
・
施
設
の
担
当
者
）、
看
護
職

　
進
学
相
談
コ
ー
ナ
ー
（
看
護
系
大
学
や

　
看
護
師
等
学
校
養
成
所
の
教
員
）、
茨
城

　
県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
登
録
・
就
職
相
談

　
コ
ー
ナ
ー
（
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
専
任
相

　
談
員
）

▼
参
加
費
＝
無
料
、
事
前
申
込
・
予
約
は

　
不
要
で
入
退
場
は
自
由

　  
社
団
法
人
茨
城
県
看
護
協
会
・

茨
城
県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
☎
０
２
９

︲
２
２
１
︲
６
９
０
０

　
５
月
の
各
種
申
請
の
受
付
期
間
は

次
の
と
お
り
で
す
。

▼
受
付
期
間
＝
５
月
10
日
㈪
～
14
日

　
㈮ 

※
定
例
総
会
は
、
５
月
25
日
㈫
の
予

　
定
で
す
。

　

  

谷
和
原
庁
舎
農
業
委
員
会
事
務

局
☎
58
︲
２
１
１
１
（
内
線
８
１
２
０

～
２
）

問
お
知
ら
せ
し
ま
す

農
業
委
員
会
各
種
申
請

　

自
動
車
税
は
、
毎
年
４
月
１
日
現

在
の
登
録
（
車
検
証
）
上
の
所
有
者

の
方
に
課
税
さ
れ
ま
す
。
な
お
、
割

賦
販
売
契
約
の
場
合
は
使
用
者
に
な

り
ま
す
。

　
納
税
通
知
が
届
き
ま
し
た
ら
、
納

期
限
の
５
月
31
日
ま
で
に
、
お
近
く

の
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
・
金
融

機
関
・
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
（
郵
便
局
）、

ま
た
は
県
税
事
務
所
の
窓
口
で
納
付

し
て
く
だ
さ
い
。
※
納
付
場
所
は
、

自
動
車
税
納
税
通
知
書
の
裏
面
に
記

載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　  

茨
城
県
土
浦
県
税
事
務
所
・
収

税
第
２
課
☎
０
２
９
︲
８
２
２
︲

７
２
０
８

問

　

茨
城
県
で
は
、
地
球
温
暖
化
を
防

止
す
る
た
め
各
家
庭
で
ア
イ
デ
ィ
ア

を
出
し
合
い
な
が
ら
省
エ
ネ
（
電

気
量
の
削
減
）
を
競
い
合
う
「
大

好
き
い
ば
ら
き
エ
コ
チ
ャ
レ
ン
ジ

２
０
１
０
」
に
参
加
す
る
家
庭
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
５
世
帯
以
上
で

参
加
す
る
グ
ル
ー
プ
コ
ー
ス
と
個
人

コ
ー
ス
の
ど
ち
ら
か
を
選
ん
で
参
加

労
働
力
調
査

い
ば
ら
き
看
護
職
合

同
進
学･

就
職
説
明
会

問

（
前
ペ
ー
ジ
か
ら
つ
づ
き
）

　
込
み
く
だ
さ
い
。

◎
予
約
電
話
　
☎
58
︲
５
５
５
２

▼
日
時
＝
５
月
13
日
㈭
　
午
前
10
時

　
～
午
後
３
時 

▼
場
所
＝
常
陽
銀
行
伊
奈
支
店

　 

常
陽
銀
行
年
金
セ
ン
タ
ー
☎

０
２
９ 

︲
３
０
０
︲
２
８
４
４

問

問

し
ま
す
。

▼
対
象
地
域
＝
上
長
沼
の
一
部
世
帯

▼
調
査
期
間
＝
７
月
末
ま
で

　  

茨
城
県
企
画
部
統
計
課
☎

０
２
９
︲
３
０
１
︲
２
６
４
９

有料広告掲載募集中!!
「広報つくばみらい」に広告を出して、お店や会社を
ＰＲしませんか！
　お問い合わせは、伊奈庁舎秘書広聴課へ

　☎58-2111（内線1201～ 1203）

有料広告掲載募集中!!
「広報つくばみらい」に広告を出して、お店や会社を
ＰＲしませんか！
　お問い合わせは、伊奈庁舎秘書広聴課へ

　☎58-2111（内線1201～ 1203）

つくばみらい広
報 つくばみらい広

報
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「
身
近
に
本
を
す
す
め
て
く
れ
る
大
人
が
い
る
」
こ
と
が
、
子

ど
も
を
本
好
き
に
す
る
条
件
の
一
つ
で
す
。

　
福
家
さ
ん
は
、
市
立
図
書
館
の
力
を
借
り
な
が
ら
、
１
年
生

を
育
て
て
い
き
ま
す
が
、
絵
本
の
持
つ
力
、
日
記
の
力
を
改
め

て
考
え
さ
せ
て
く
れ
る
一
年
間
の
記
録
で
す
。
お
母
さ
ん
、
お

父
さ
ん
、
一
読
を
！

図書館ＵＲＬ：http://www.city.tsukubamirai.lg.jp/library/　「新聞記事に見るつくば
みらい市＆ＴＸ」他　図書館Ｅ- mail：library01@city.tsukubamirai.lg.jp

図
書
館
だ
よ
り

　図書館休館日
    5月 3日㈪ 4日㈫
  　　  5日㈬ 10日㈪  
         17日㈪ 24日㈪

         28日㈮ 31日㈪

    読み聞かせ会（虹の会）
       5月 8日㈯
　　午後２時
　　３歳ぐらいから
   おはなし会
       5月22日㈯
       午後２時
       ３歳～ 7歳くらい
    開館時間
　  午前10時～午後６時

   図書館へのお問い合わせ

　   ☎ 58 - 3
みん

7
なの

1
としょ

0
かん

◆ ◆ ◆　今月のおすすめ本　◆ ◆ ◆

『ぼくは一ねんせいだぞ！』

福
ふ く だ

田　岩
い わ お

緒／作
童心社

 『図書館大好き一年生』

　　　福
ふ く や

家　珠
た ま み

美／著
   　　　かもがわ出版

　

け
ん
ち
ゃ
ん
は
こ
の
春
１
年
生
に
な
り
ま
す
。
だ
か
ら
、
ラ
ン

ド
セ
ル
が
届
く
と
背
負
っ
て
、胸
を
は
っ
て
、両
手
を
大
き
く
ふ
っ

て
、
ふ
え
を
吹
い
て
歩
き
ま
し
た
。
犬
の
ペ
ロ
が
喜
ぶ
と
、
ラ
ン

ド
セ
ル
を
木
に
か
け
て
、
ペ
ロ
と
公
園
の
外
を
ひ
と
回
り
。さ
て
、

ラ
ン
ド
セ
ル
は
？

修理が必要なものを見つけたら、
教えてください

　図書館では、ご自宅で不用になった本の寄贈を受け付けしています。

　新しく図書館で受け入れした本を並べる新刊コーナーをご利用いただく方が大変多いた

め、特に本
・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

が発行されて１年以内の新しい本のご寄贈をお待ちしています。ご寄贈いただい

た本で図書館の蔵書にならないものは、館内入口に設置しているリサイクルコーナーで活用

させていただきます。

本の並びが変わりました

　図書館で借りていただいたＣＤ・ビデオな

ど、聴くことができなかった、見ることがで

きなかったという場合は、返却するときに教

えてください。

　ＣＤであれば、汚れをふきとったり、研磨

するなど、修理をします。

　ご協力お願いします。

　旅行ガイドブック「るるぶ情報版」をシリー

ズで一つにまとめました。また、「東洋文庫」

をシリーズでまとめ、一般書架から文庫コー

ナーの一番上の棚に移動しました。

本
を
活
か
す

　

読
み
聞
か
せ

　
親
が
子
に

　
子
が
親
に

　
テ
レ
ビ
を
止
め
て

　
一
緒
の
時
間

　
本
を
読
む
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読み終わった本をご寄贈いただけませんか？
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実施日 会場（伊奈地区） 時　　　間

５月

11日㈫

豊体中宿公民館

午
　
前

９時～９時15分
青古新田公民館 ９時25分～９時40分
青木住宅自治会館 ９時50分～ 10時10分
狸渕公民館 10時20分～ 10時35分
弥柳第２公民館 10時45分～ 11時
山谷公民館 11時10分～ 11時25分
上平柳公民館 11時35分～ 11時50分
中平柳公民館

午
　
後

１時15分～１時30分
下平柳公民館 １時40分～１時55分
山王新田赤羽倉庫脇 ２時05分～２時20分
山王新田本田機場
 （第一保育所） ２時30分～２時40分

伊丹消防機具置場 ２時50分～３時05分

５月

12日㈬

城中消防機具置場

午
　
前

９時～９時15分
東小学校（校庭側） ９時25分～９時35分
足高公民館 ９時45分～９時55分
根柄公民館 10時05分～ 10時15分
戸茂公民館 10時25分～ 10時35分
久保公民館 10時45分～ 10時55分
上島公民館 11時05分～ 11時20分
すみれ幼稚園裏口 11時30分～ 11時50分
伊奈中央支店
（いきいきセンター） 午

　
後

１時15分～１時45分

ふれあい公園駐車場 １時55分～２時15分
上谷井田公民館 ２時25分～２時45分

５月

13日㈭

高岡公民館

午
　
前

９時～９時15分
狸穴住宅自治会館 ９時25分～９時45分
狸穴公民館 ９時55分～ 10時05分
大和田ごみ集積所 10時15分～ 10時25分
野堀消防機具置場 10時35分～ 10時45分
神生公民館 10時55分～ 11時10分
平和台住宅公民館 11時20分～ 11時40分
わかくさ幼稚園駐車場 午

　
後

１時15分～１時35分
板橋不動院 １時45分～２時10分
関場・五反田公民館 ２時20分～２時40分

狂犬病予防
　集合注射のお知らせ

登録もできます！ 　犬を飼ったら、狂犬病予防法に基づき、市町村
への登録と年１回の狂犬病予防注射が必要です。
　市では、２２年度の狂犬病予防の集合注射を行
います（※雨天決行）。どの会場でも受けること
ができますので、忘れずに受けましょう。

●手数料（１匹あたり）
・新規登録と予防注射
　　　　５, ３００円
・予防注射のみ
      （登録済みの場合）
　　　　３, ３００円

※手数料の内訳
　・登録手数料
                     …２, ０００円
　・注射手数料
                     …２, ９００円
　・注射済票交付手数料
                     …４００円

◆今回登録された犬は、今後登録の必要はありません。
◆会場によっては混雑が予想されます。スムーズな登録が
　できるよう、釣り銭の出ないようご協力ください。
◆市から郵送されたはがきは、必要事項を記入してお持ち
ください（問診票の欄は、必ずご記入ください）。
◆登録した犬が亡くなった場合は、生活環境課へご連絡く
　ださい。
◆集合注射を受けられない場合は、最寄りの動物病院で受
　けてください。この場合、料金が異なることがあります。

　谷和原庁舎生活環境課　☎58-2111（内線8137）問

実施日 会場（伊奈地区） 時　　　間

５月

14日㈮

勘兵衛新田5期広場

午
　
前

９時～９時20分
勘兵衛新田児童公園 ９時30分～９時55分
元勘兵衛新田自治会館 10時05分～ 10時30分
高波公民館 10時40分～ 11時10分
愛宕住宅バス停裏 11時20分～ 11時30分
愛宕公民館 11時40分～ 11時55分
小張上・中宿公民館

午
　
後

１時15分～１時35分
みらい平駅自転車駐輪場
（南側） １時40分～２時

谷口公民館 ２時10分～２時20分
芦戸公民館 ２時30分～２時40分
農協新町倉庫 ２時50分～３時

制
定
！
「
つ
く
ば
み
ら
い
市
男
女

共
同
参
画
推
進
条
例
」

　
市
で
は
こ
の
ほ
ど
「
つ
く
ば
み
ら
い
市
男
女
共
同
参

画
推
進
条
例
」
を
制
定
し
ま
し
た
。

　
こ
の
条
例
は
、
識
見
者
や
公
募
市
民
で
構
成
さ
れ
る

「
つ
く
ば
み
ら
い
市
男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
会
」
の

答
申
を
も
と
に
作
成
し
、
基
本
理
念
を
は
じ
め
、
市
、

市
民
お
よ
び
事
業
者
の
責
務
と
役
割
、
市
が
実
施
す
る

基
本
的
施
策
な
ど
を
盛
り
込
ん
で
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
の
意
識
や
行
動
に
深
く
関
わ
る
条
例
で
す
の

で
、
条
例
の
ポ
イ
ン
ト
や
今
後
の
取
り
組
み
な
ど
を
お

知
ら
せ
し
た
後
で
施
行
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　【
条
例
の
ポ
イ
ン
ト
①
　
６
つ
の
基
本
理
念
】

　
こ
の
条
例
で
は
、次
の
基
本
理
念
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

⑴
男
女
共
に
人
権
が
尊
重
さ
れ
、
性
別
に
よ
る
差
別
的

　
取
り
扱
い
を
受
け
ず
、
個
性
や
能
力
を
発
揮
す
る
機

　
会
が
確
保
さ
れ
る
こ
と
。

個性と能力を生かす社会へ
～男女共同参画コラム～

Vol.7

⑵
性
別
に
よ
る
固
定
的
な
役
割
分
担
意
識
、

　
社
会
の
制
度
や
慣
行
に
と
ら
わ
れ
ず
、
自

　
分
ら
し
い
生
き
方
が
で
き
る
こ
と
。

⑶
男
女
共
に
、
市
の
政
策
や
事
業
所
・
地
域

　
団
体
の
活
動
方
針
を
決
定
す
る
場
に
対
等

　
な
立
場
で
参
画
で
き
る
こ
と
。

⑷
男
女
共
に
、
子
育
て
や
介
護
な
ど
家
庭
で

　
の
役
割
を
家
族
の
一
員
と
し
て
協
力
し
合

　
う
と
と
も
に
、
仕
事
や
地
域
活
動
に
も
対

　
等
に
参
画
で
き
る
こ
と
。

⑸
男
女
が
、
お
互
い
の
身
体
的
特
徴
を
理
解

　
し
、
思
い
や
り
を
持
ち
、
生
涯
に
わ
た
り

　
健
康
な
生
活
が
で
き
る
こ
と
。

⑹
男
女
共
同
参
画
の
推
進
が
、
国
・
県
の
動

　
向
だ
け
で
な
く
、
国
際
化
の
進
展
を
見
な

　
が
ら
取
り
組
ま
れ
る
こ
と
。
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保 健 だ よ り

※
１  

健
康
増
進
室
利
用
講
習
会

●
対
象
者
＝
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
者
で
16
歳
以
上
の
方

●
定
員
＝
各
日
８
人
（
予
約
制
）

●
申
し
込
み
方
法
＝
電
話
ま
た
は
窓
口
で
直
接
お
申
し
込
み
く
だ
さ

　
い
。
申
し
込
み
は
本
人
、
家
族
の
み
で
す
。

※
２  

ミ
ニ
教
室

●
対
象
者
＝
健
康
増
進
室
利
用
講
習
会
を
受
け
た
こ
と
の
あ
る
方

●
定
員
＝
各
日
20
人
（
予
約
制
・
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
）

●
申
し
込
み
方
法
＝
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。申
し
込
み
は
、

　
本
人
、
家
族
の
み
で
す
。（
都
合
に
よ
り
、
休
講
ま
た
は
変
更
す
る

　
場
合
が
あ
り
ま
す
。）

《
申
込
期
間
》
4
月
26
日
㈪
か
ら
受
け
付
け
ま
す
。

月
～
金
曜
日
（
土
、
日
、
祝
日
を
除
く
）
午
前
8
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

 

　
　
　
健
康
増
進
課 

☎
25
‐
２
１
０
０

 

　
健
康
増
進
室
の
ご
利
用
案
内

　
●
火
～
土
…
午
前
９
時
～
午
後
８
時
30
分

　
●
日
曜
日
…
午
前
９
時
30
分
～
午
後
７
時
30
分
　（
月
曜
日
休
室
）

　
●
料
　
金
…
１
回
あ
た
り
１
０
０
円
（
免
除
制
度
あ
り
）

※
初
め
て
健
康
増
進
室
を
利
用
す
る
場
合
は
、
事
前
に
「
健
康
増
進

　
室
利
用
講
習
会    

」
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

問

ご
利
用
く
だ
さ
い
！

健
康
増
進
室

講習・教室 期  日 開始時間 使用料

健康増進室
利用講習会

（１時間30分程度）

   8日㈯   午後１時

無料 11日㈫   午前９時
 16日 ㈰   午後１時
 19日㈬  午後６時30分

ミ
　
ニ
　
教
　
室

肩こり・
腰痛体操

（40分程度）

   5日㈬

 午前11時 100円
 12日㈬
 19日㈬
 26日㈬

チューブ運動

（30分程度）

   6日㈭

 午前11時 100円
  13日㈭
 20日㈭
 27日㈭

バランスボール

（１時間程度）

   7日㈮

  午前11時 100円
 14日㈮
 21日㈮
 28日㈮

【５月スケジュール】

※１

※２

申

◎ミニ教室の使用料には、健康増進室使用料を含みます。

成人歯科検診のお知らせ

実施日 会場 申込期間

5月17日㈪ 　谷和原保健福祉センター
4月21日㈬～ 28日㈬

5月18日㈫ 　伊奈保健センター

【５月に実施する成人病歯科検診・要予約】　お口の中をよく見ると、歯と歯の間に白いものがついて
いませんか？一見食べかすのようですが、これは、プラー
ク（歯垢(しこう））とよばれるものです。このプラークの
中に細菌がすみつき、『歯周病』の原因となります。『歯周病』
は、歯を失う原因となるお口の病気です。３５歳以上にな
ると実に８４％もの人に歯肉炎や歯周炎が見られるように
なり、５０歳を境に歯を失う割合が急増します。

◆成人歯科検診・婦人科検診の申し込み方法
▼申し込み方法①申込受付専用電話                        
                                  ☎ 2

にっこり

5 - ２
つ

９
く

８
ば

３
みらい

　
 　                　    ②谷和原保健福祉センター窓口
▼申込受付時間＝午前９時～午後５時
　　　　　　　（土・日・祝日を除く）
※上記以外の方法による受け付けおよび同一世帯の
　ご家族以外の申し込み受け付けはできません。
※定員になり次第受け付けを終了しますので、ご了
　承ください。（婦人科検診の定員は、項目等により
　異なります。）
※成人歯科検診および婦人科検診当日は、２００円
　ご負担いただくと、「骨密度測定」も受けられます。

　『歯周病』は、自覚症状がないまま進行するため、「歯が
グラグラする」　「歯肉が腫れている」「歯肉から出血する」
と自覚されるころには、症状はとても悪化しています。
　市では、虫歯と同様に、歯周病の予防のための専門家に
よるチェックとして、成人歯科検診を実施します。
　この機会に歯と歯肉のチェックをしましょう。

●対象者：18歳以上の方　　＊定員２０人

●負担額：500円

●検診内容：問診、サリバスターテスト（歯肉出血検査）、 　　

　　　　　　歯科診察（歯・歯ぐき等の診察） ブラッシング  

                      指導（正しい歯みがき方法、歯みがきグッズの      

                      紹介等）                    

　＊顕微鏡を使って、ご自分のお口の細菌を観察できます。

婦人科検診（子宮がん・乳がん）のお知らせ
　市では本年度の婦人科検診（集団）を、６月、１０月および
翌年２月に行います。
なお、集団検診を受診されない場合は、登録医療機関で子宮がん・
乳がん検診を受診できます。市で発行する受診券が必要となり
ます。詳しくは健康増進課までお問い合わせください。
　ご自分のライフスタイルに合わせて、年に１度は検診を受け
ましょう！

【６月に実施する集団検診・要予約】
実施日 会場 申込期間

６月５日㈯ 　谷和原保健福祉センター
5月13日㈭～ 21日㈮

６月９日㈬ 　伊奈保健センター

※乳がん検診は、年齢により検診項目が異なります。（健康管理           
予定表でご確認ください。）

24－広報つくばみらい４月号（No.49）－

健康増進課（谷和原保健福祉センター内）
 ☎ 25 - 2100

問

～赤ちゃんの健やかな成長に～

低体重児訪問のご案内

の受理、未熟児への訪問指導を実施します。
　赤ちゃんが2,500グラム未満の低体重で生ま
れた場合は、出生届時に、「低

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
体重児出生届」を

市民窓口課に提出してください。また、市外で
出生届出をされた方は、健康増進課にお早めに
提出してください。
　赤ちゃんに健やかに成長していただくため、
また保護者の方に安心して育児を行っていただ
くために、保健師または助産師がお宅を訪問さ
せていただきます。

保 健 だ よ り

【５月に実施する成人病歯科検診・要予約】

※健診などの詳しい内容は、「健康管理予定表」をご覧ください。

○子どもの健診・教室など
事業名 期　日 時　間 対　象

３～４カ月児健診  24日㈪ 午後１時～２時 平成22年２月生
１歳６カ月児健診  19日㈬ 午後１時～２時 平成20年10月生
２歳児歯科健診 14日㈮ 午後１時～２時 平成20年４月生
３歳児健診  11日㈫ 午後１時～２時 平成19年３月生
パパママ教室（予約制） ８日㈯ 午前９時～正午 ご夫婦で参加できる方
離乳食教室(前半) 13日㈭

（予約制）
午後１時～２時 ５カ月～８カ月児向け

離乳食教室(後半) 午後２時30分～３時30分 ９カ月～ 12カ月児向け
ひよこ広場(ピヨピヨ組)※

26日㈬ 午前10時～ 11時30分
１カ月～８カ月児と保護者

ひよこ広場(コッコ組) ９カ月～ 12カ月児と保護者

会場：谷和原保健福祉センター

※ピヨピヨ組は、谷和原公民館が会場です。

日　　時 会　　場
移動健康相談

（予約不要）
12日㈬

　午前９時30分～ 11時30分
谷井田コミュニティセンター

こころの健康相談
（予約制）

26日㈬
　午後1時30分～ 3時30分

谷和原保健福祉センター

保健カレンダー (５月）

○相　談

期　日 時　間 会　　場

30日㈮ 午前９時30分～午後４時 伊奈保健センター

○献　血 ◆皆さまのご協力をお願いします◆

　
　
　
伊
奈
庁
舎
介
護
福
祉

課
☎
58
︲
２
１
１
１
（
内
線

１
１
７
２
）

　～
介
護
予
防
特
定
高
齢
者
施
策
～

ち
ょ
っ
く
ら

　こ
の
へ
ん
で
介
護
予
防
し
ま
せ
ん
か
？

 
長ち

ょ

っ

く

ら

ぶ

・
楽
・
部 

参
加
者
募
集
！

　
介
護
予
防
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
検
診
の
受
診
結
果
は
、
ど
う
さ
れ
て
い
ま
す
か
？
　
　

　
検
診
に
よ
り
、
生
活
機
能
低
下
が
み
ら
れ
た
と
し
て
も
、
必
ず
し
も
要
介
護
状
態
に

な
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
ほ
か
の
方
よ
り
危
険
度
は
高
い
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　
市
で
は
、
当
検
診
を
受
診
さ
れ
、
生
活
機
能
低
下
の
恐
れ
が
あ
る
と
判
定
さ
れ
た
方

な
ど
を
対
象
に
、
講
話
や
体
操
な
ど
を
行
い
な
が
ら
要
介
護
状
態
に
な
ら
な
い
よ
う
取

り
組
む
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
長
・
楽
・
部
」（
ち
ょ
っ
く
ら
ぶ
）
を
実
施
し
て
い
ま
す
。           

　
三
年
、
五
年
後
も
元
気
で
い
る
た
め
に
、「
長
・
楽
・
部
」
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

※介護予防スクリーニング検診
　
　運動・口腔・栄養など、低下
すると介護が必要になる恐れの
ある生活機能に関して、介護予
防を観点に国が作成した25項目
の問診を中心とした検査を行う
もので、生活の不活発な状態を
いち早く発見できます。

●
対
象
者
・
定
員

①
検
診
に
よ
り
生
活
機
能
の
低
下
が

認
め
ら
れ
た
方
…
14
人

②
65
歳
以
上
の
方
…
16
人

※
①
②
と
も
に
、
要
支
援
・
要
介
護

　
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
は
除
き
ま
す
。

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

　
ま
た
、申
し
込
み
者
が
少
数
の
場
合
、

　
中
止
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
会
場
は
、
伊
奈
保
健
セ
ン
タ
ー
で

す
。
送
迎
は
、
交
通
手
段
が
な
く
、

送
迎
希
望
者
が
９
人
を
超
え
る
場
合

に
行
い
ま
す
。（
定
員
20
人
）

　
転
倒
危
険
度
測
定
、骨
密
度
測
定
、

認
知
症
に
関
す
る
講
話
や
ド
リ
ル
、

シ
ル
バ
ー
リ
ハ
ビ
リ
体
操
指
導
士
に

よ
る
体
操
、
お
口
に
関
す
る
講
話
な

ど
、
要
介
護
状
態
に
な
ら
な
い
た
め

　
次
の
日
程
で
、
毎
回
午
前
９
時
30

分
か
ら
11
時
30
分
ま
で
行
い
ま
す
。

    

　
第
１
回
　
６
月
10
日
㈭

　
　
第
２
回
　
６
月
16
日
㈬

　
　
第
３
回
　
６
月
23
日
㈬

　
　
第
４
回
　
７
月
２
日
㈮

　
　
第
５
回
　
７
月
７
日
㈬

　
　
第
６
回
　
７
月
21
日
㈬

　
　
第
７
回
　
８
月
４
日
㈬

　
　
第
８
回
　
８
月
25
日
㈬

　
　
第
９
回
　
９
月
１
日
㈬

　
　
第
10
回
　
９
月
8
日
㈬

       

第
11
回
　
９
月
15
日
㈬

　
　
第
12
回
　
10
月
６
日
㈬

●
会
場
・
送
迎

●
プ
ロ
グ
ラ
ム
内
容

●
日
程
（
全
12
回
）

●
費
　用

２
０
０
円
（
骨
密
度
測
定
を

希
望
さ
れ
る
方
の
み
）

●
申
込
期
間

　
４
月
26
日
㈪
～
５
月
21
日
㈮

　（
土
、
日
、
祝
日
を
除
く
）

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り     

　
ま 
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

問
申

の
取
り
組
み
を
全
12
回
コ
ー
ス
で
行

い
ま
す
。

※
対
象
者
①
の
方
に
は
、
地
域
包
括

　
支
援
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
改
善
に
向

　
け
た
プ
ラ
ン
を
作
成
し
ま
す
。

　市では、４月１日から事務権
限の移譲に伴い、今まで保健所
で実施していた低体重児の届出
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【おわびと訂正】

　広報つくばみらい３月号（Ｎｏ.48）、

７ページ中「みらい平駅前交番の電話番

号」に誤りがありました。おわびして次

のとおり訂正します。

　　誤　　　→　　　　正
  ・52‐9091　　　　　・58‐9091

　　

　

～水道工事は市指定給水装置工事事業者へ～　

水道工事（新設・改造・修繕等）は、市の指定を受けた給水装置工事事業者でなけ

れば行うことができませんので、工事の際は指定を受けた事業者に依頼してください。

　市内の指定給水装置工事事業者は下記のとおりです。また、市外の事業者を知りた
い場合は別途お問い合せください。
　なお、市ホームページにも一覧が掲載されています。
（トップページ→上下水道→水道の漏水と修理について→市指定給水装置工事事業者）
　　　　　　　　　　　　　                                     

 水道課　 52 - 6100
 

工事業者名 所在地 電話番号 工事業者名 所在地 電話番号

㈱赤塚土木興業 長渡呂256 58 - 6213 ㈱豊島産業 川崎213-3 52 - 3335

伊奈工業㈱ 城中359 58 - 6168 ㈱直井造園土木 日川571 52 - 2600

いなほ工業㈱ 上島848 58 - 0382 成島建設㈱ 板橋3101 58 - 1131

㈲大久保水道工業 上島824 58 - 8177 成建工業㈱ 板橋3022-7 58 - 8613

オービー建設㈱ 谷井田750-1 47 - 7000 浜野商事㈲ 伊丹161 58 - 2416

㈲片見設備工業 福岡1425-1 52 - 5804 原信田建設㈱ 板橋1783 58 - 0018

㈲川口商事 鬼長526-1 52 - 3286 常陸管工 上長沼617 52 - 5579

久下設備 城中55 58 - 0418 ヒタチ緑化㈱ 筒戸103 52 - 3251

㈲坂本設備工業 豊体番外3号 58 - 0070 ㈲福新設備工業 台198 52 - 5011

常総土木工業㈱ 福岡1383-1 52 - 5357 ㈱武平 福原188 57- 0600

常栄エンジニアリング㈱ 田村450 52 - 7633 ㈲文倉建設 鬼長1231-2 52 - 5622

㈱新みらい 絹の台2-2-3 34 - 1088 松本工業㈱ 板橋2536 58 - 2187

㈱誠勝 筒戸1987-11 20 - 5470 ㈲丸斉建設 真木106 52 - 2627

関建設㈱ 上島168-2 58 - 2138 谷口設備工業 真木67-1 52 - 2619

塚本建設工業㈱ 東楢戸980-1 52 - 3681 ㈱山田組 城中952 58 - 2351

㈱寺田興業 南927-2 52 - 5809 谷原建設㈱ 下長沼118-1 52 - 2298

常磐興業㈱ 筒戸3178 52 - 2203 吉田設備 樛木45-3 52 - 5830

火災・救急統計
●火災
　建 物
　車 両
　そ の 他
　 計
●救急
　交通事故
　急　　病
　そ の 他
　 計

3月分
0件

　0件
0件
0件

　3月分
10件
72件

　33件
115件

22年分
2件

　2件
1件
5件

22年分
34件

241件
　84件
359件

軽 自 動 車 税　　　全 期
保 育 料　　　５ 月 分
児 童 ク ラ ブ　　　５ 月 分
上 下 水 道 料　　　３ 月 分
下水道使用料(取）※　　　２ 月 分
住 宅 使 用 料　　　５ 月 分
地 代　         ５ 月 分

☆納期限は
　　　　５月３1日(月)です。

※（取）：取手地方広域下水道組合

５月の納税など

　
　
　

　

    　
　
　
　
　
　

   

市
長
３
月
の
動
静
（
３
月
1
日
～
31
日
）

　
こ
こ
で
は
、
市
長
の
月
間
の
主
な
動
静
を
情
報
公

開
し
ま
す
。

1
日
㈪
＝ 

庁
議
、
伊
奈
高
校
卒
業
式
、
定
例
記
者
会
見

２
日
㈫
＝ 

市
議
会
定
例
会
本
会
議

３
日
㈬
＝ 

市
議
会
定
例
会
本
会
議

４
日
㈭
＝ 

市
議
会
定
例
会
本
会
議

５
日
㈮
＝ 

木
製
パ
レ
ッ
ト
寄
贈
（
㈱
Ｌ
Ｄ
Ｆ
様
）

7
日
㈰
＝ 

茨
城
空
港
開
港
式

9
日
㈫
＝ 

大
泉
博
子
衆
議
院
議
員
へ
要
望
活
動

10
日
㈬
＝ 

伊
奈
東
中
学
校
卒
業
式
、
市
防
災
会
議

11
日
㈭
＝ 

茨
城
空
港
開
港
祝
賀
会

12
日
㈮
＝ 

伊
奈
養
護
学
校
高
等
部
卒
業
式

14
日
㈰
＝ 

市
営
分
譲
住
宅
地
主
会
臨
時
総
会

15
日
㈪
＝ 

茨
城
み
な
み
農
協
農
産
物
直
売
所
直
販
部
会
設
立

 

総
会

16
日
㈫
＝ 

常
総
地
方
広
域
事
務
組
合
管
理
者
会

17
日
㈬
＝ 

わ
か
く
さ
幼
稚
園
卒
園
式
、
市
議
会
定
例
会
本
会
議

18
日
㈭
＝ 

す
み
れ
幼
稚
園
卒
園
式
、
常
総
警
察
署
長
異
動
あ
い
さ
つ

19
日
㈮
＝ 

三
島
小
学
校
卒
業
式
、
首
都
圏
新
都
市
鉄
道
役
員

 

来
訪

20
日
㈯
＝ 

谷
和
原
第
１
・
第
２
保
育
所
終
了
式

23
日
㈫
＝ 

市
健
康
づ
く
り
推
進
協
議
会

24
日
㈬
＝ 

常
総
警
察
署
長
就
任
あ
い
さ
つ

25
日
㈭
＝ 

都
市
軸
道
路
開
通
式

26
日
㈮
＝ 

市
社
会
福
祉
協
議
会
理
事
会
、
同
評
議
員
会
、
常

 

総
衛
生
組
合
議
会

27
日
㈯
＝ 

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
総
会

28
日
㈰
＝ 

第
11
分
団
消
防
車
庫
竣
工
式

30
日
㈫
＝ 

常
総
地
方
広
域
事
務
組
合
議
会

31
日
㈬
＝ 

常
総
衛
生
組
合
退
職
辞
令
、市
退
職
者
辞
令
交
付
、

 

副
市
長
退
職
辞
令
、
市
社
会
福
祉
協
議
会
退
職
辞

 

令
、
教
職
員
辞
令
伝
達
式

問  ☎  ＜給水装置工事事業者一覧＞

水道漏水の際の連絡先が変わりました
       これまでは、広報でお知らせしました漏水当番へ直接連絡していただきました
   が、今後、漏水修理を依頼される場合は、水道課までご連絡ください。
　

　

ふ 

る 

さ 

と 

づ 

く 

り 

寄 

附

     

伊
奈
庁
舎
財
政
課
　

　
　
☎
58
︲
２
１
１
１
（
内
線
１
２
３
３
）

皆
さ
ま
の
ふ
る
さ
と
へ
の
思
い
を

心
か
ら
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す

問
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谷 和 原 庁 舎               2日・16日

伊 奈 庁 舎             9日・23日

開庁時間：午前８時30分から正午まで

業務内容：窓口業務の一部（下記のとおり）

 【税務関係】　

　納税証明書、所得証明書、評価証明書、軽自動車
　車検用納税証明書などの発行
　市税、各種使用料および手数料など（納付書持参
　の場合のみ）の収納

 【住民関係】

　 戸籍謄本・抄本、住民票の写し、身分証明書、印
　 鑑登録および印鑑証明書などの発行

※住民票の異動（転入・転出など）および、外国人
の登録・証明書発行などの手続きはできません。

問い合わせ先：市民窓口課　☎58‐2111
　伊奈庁舎　　（内線1111 ～ 1115）
　谷和原庁舎　（内線8110 ～ 8114）

 

　     
　◎法律相談（弁）（司）
　　弁護士・司法書士による相談（要予約）午後１時～４時
　◎心配ごと相談
　　相談員による相談　午後１時～３時

　　予約・問い合わせ先
  　　 ㈳つくばみらい市社会福祉協議会（すこやか福祉館内）　
　　　☎ 57 - 0123

市社会福祉協議会心配ごと相談（５月）

行　政　相　談（５月）

教　育　相　談（５月）
　家庭教育や子育てに関すること・不登校・友人関係・
受験・カウンセリングなど何でも結構ですのでご利用く
ださい。来所相談のほか、電話相談も受け付けています。

　●伊奈公民館
　日　時　毎週水曜日　午前９時～午後５時
　　　　　☎ 57 - 0983（相談室直通）
　※5日㈬は休みになります。
　●小絹コミュニティセンター
　日　時　毎週火曜日　午前９時～午後５時
　　　　　☎ 52 - 7566（相談室直通）
　※4日㈫は休みになります。
　

●相談員　羽
は

田
た

　暁
さとる

　さん

　毎日の暮らしの中で、例えば「道路の案内標識が見えにく

い」「郵便ポストが近くにない」など、困っていることはあ

りませんか？　こんなとき、行政相談委員にご相談ください。

　日　　時　５月20日(木)
　　　　　　午後１時30分～３時30分
　場　　所　谷和原保健福祉センター　懇談室
　　また、随時相談を受け付けています。
　　問い合わせ先　行政相談委員　
　　今

いま

川
がわ

和
かず

宏
ひろ

さん　☎52 - 2525　筒戸1749 - 1
　　相

あい

島
じま

　宏
ひろし

さん　☎58 - 0676　下平柳828 - 3

　   5月 6 日㈭　法律相談(弁)…保健福祉センター

　 　　11日㈫　法律相談(弁)…すこやか福祉館

　 　    18日㈫　法律相談(司)…保健福祉センター

            19日㈬　心配ごと相談…すこやか福祉館

　 　　　〃　　 心配ごと相談…保健福祉センター    　

　　     25日㈫　法律相談(弁)…すこやか福祉館

 日曜日開庁のお知らせ（５月）

消 費 生 活 相 談　
　市消費生活センターでは、商品やサービスなど消費生活
全般に関する苦情や問い合わせを専門の相談員が受け付け
ています。消費生活についてのトラブルに巻き込まれたり、
迷ったりしたときには、お気軽にご相談ください。

　日　時　毎週月～金曜日  午前９時～正午、午後１時～４時30分
　　　　　※祝日・年末年始は除く
　場　所　市消費生活センター（谷和原庁舎１階）　
　　　　　☎ 25 - 3288（センター直通）
　　　　　FAX 57-2288 

       休日当番病院（５月）
日 病　院　名 所在地 連　絡　先

５月2日㈰ 取 手 協 同 病 院 取手市 0297-74-5551

3日㈷ 宗 仁 会 病 院 取手市 0297-85-8341

4日㈷ き ぬ 医 師 会 病 院 常総市 0297-23-1771

5日㈷ 総 合 守 谷 第 一 病 院 守谷市 0297-45-5111

9日㈰ 取 手 医 師 会 病 院 取手市 0297-78-6111

16日㈰ 守 谷 慶 友 病 院 守谷市 0297-45-3311

23日㈰ 水 海 道 さ く ら 病 院 常総市 0297-23-2223

  30日㈰ 東 取 手 病 院 取手市 0297-74-3333

小児科救急当番病院（５月）
日 病　院　名 所在地 連　絡　先

毎週水曜日 総 合 守 谷 第 一 病 院 守谷市 0297-45-5111

水曜日以外 取 手 協 同 病 院 取手市 0297-74-5551

                           くみとり
業　者　名 指 定 地 区 

㈱シイナクリーン
0297-58-3566

旧谷和原全域
小張・豊・谷井田・三島（戸茂・戸崎・   

根柄を除く）

板橋（高岡）・東（東栗山・城中）

関　東　商　事  ㈱
029- ８36-3007

板橋（高岡を除く）

東（足高）三島（戸茂・戸崎・根柄）
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空 手 部押忍！空手道魂

＊見学は自由ですが、活動施設の状況により活動時間が変更となる場合がありますの

で、見学にお越しの際は各団体責任者までお問い合わせください。

 市スポーツ少年団空手部國
こっくうじゅく

空塾は、
谷井田小学校旧体育館を道場とし
て、市内小・中学校の15人が所属し、
楽しく練習に励んでいます。子ども
たちには、礼儀作法や空手道を覚え
てもらい立派な社会人に成長しても
らいたいと指導しています。
　練習メニューにはマット運動、跳
び箱、バドミントン、卓球など、さ
まざまな運動を取り入れています。
　今年からは、親と子の触れ合いを
目的に、親子バドミントン・親子卓

球を企画し好評です。
　本空手部は結成７年目ですが、國
空塾をきっかけに、高校入学後空手
部に入部した生徒もおり、今後の活
躍に期待しています。
“空手に先手無し”との言葉がある
ように、自分の身を守るだけではな
く、大切な人や物を守るために身に
つけるのが空手です。
　体験入部もできますので、ぜひ一
度見学にきてください。よろしくお
願いします。

問 　　　スポーツ振興室
　　　☎ 58- 4005

いっしょに汗を流そうよ！いっしょに汗を流そうよ！
市スポーツ少年団特集

団体名 対象児童 活動場所 活動時間（毎週） お問い合わせ先

伊奈國
こっくうじゅく

空塾

小学１年生～

中学３年生の

男子・女子

谷井田小学校旧体育館
水曜日：午後６時～８時
土・日曜日：午前９時～正午

市スポーツ少年団空手部
伊奈國空塾代表

大
おおさこ

迫  紀
のりふみ

文
☎090 - 7180 - 4266
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学
習
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館
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座
募
集

私
の
ま
ち
の
学
び
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　
自
分
の
趣
味
を
見
つ
け
た
い
、
芸
術
や
文
化
に
触
れ
て

み
た
い
、一
緒
に
学
習
で
き
る
仲
間
が
欲
し
い
。
市
で
は
、

学
ぶ
気
持
ち
を
持
つ
方
を
応
援
し
て
い
ま
す
。

　
公
民
館
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
は
、
い
ろ
い
ろ

な
情
報
や
学
習
・
交
流
の
場
と
し
て
の
機
能
が
充
実
。
頭

も
身
体
も
心
も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
で
き
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
ス
ペ
ー
ス
で
す
。

　
平
成
22
年
度
も
多
種
多
様
な
講
座
を
ご
用
意
し
ま
し
た

の
で
、皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
心
か
ら
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

４
月
15
日
㈭
～
５
月
８
日
㈯

（
午
前
９
時
～
午
後
５
時
）

受
付
期
間

◎
谷
和
原
庁
舎
生
涯
学
習
課

（
〒
３
０
０
‐
２
４
９
２
加
藤

２
３
７
）　

月
曜
～
金
曜
日（
土
、日
、

祝
日
を
除
く
）☎
58
‐
２
１
１
１（
内

線
８
２
１
６
）

◎
伊
奈
公
民
館
（
〒
３
０
０
‐

２
３
９
５
福
田
１
９
５
）　

火
曜
～

日
曜
日
☎
58
‐
５
０
８
１

◎
谷
和
原
公
民
館
（
〒
３
０
０
‐

２
４
２
２
古
川
１
０
２
５
） 

火
曜
～

日
曜
日
☎
52
‐
２
１
４
１

受
付
場
所

受
講
対
象

　

原
則
、
市
内
に
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
方
と
し
ま
す
。

申
込
方
法

①
窓
口
で
の
申
し
込
み
…
申
込
者
の

宛
名
を
記
入
し
た
郵
便
は
が
き
を
添

え
て
受
付
場
所
へ
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

②
郵
送
に
よ
る
申
し
込
み
…
下
記
の

例
に
よ
り
記
入
し
て
郵
便
往
復
は
が

き
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。（
５
月

８
日
必
着
）

※
本
年
度
よ
り
、
は
が
き
持
参
も
し

く
は
、
往
復
は
が
き
に
よ
る
申
し
込

み
に
変
わ
り
ま
し
た
の
で
、
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
は
が
き
１
枚
に
つ
き
１
講

座
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ご
注
意
く
だ
さ
い

①
お
電
話
で
の
申
し
込
み
は
で
き
ま

せ
ん
。

②
申
し
込
み
の
不
備
に
よ
る
責
任
は

負
い
か
ね
ま
す
。

③
申
し
込
み
の
結
果
に
つ
い
て
は
、

は
が
き
に
て
通
知
い
た
し
ま
す
。

④
定
員
を
超
え
た
場
合
、
５
月
12
日

㈬
午
前
10
時
に
谷
和
原
庁
舎
２
階
会

議
室
で
公
開
抽
選
会
を
行
い
ま
す
。

⑤
定
員
に
満
た
な
い
場
合
は
、
講
座

を
開
設
し
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

⑥
諸
事
情
に
よ
り
講
座
内
容
・
開
催

日
時
・
場
所
が
変
更
に
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

⑦
開
催
場
所
へ
は
各
自
お
集
ま
り
く

だ
さ
い
。

講座受付場所の住所（住

所は上記のとおり）

つくばみらい市○○○○

　　○○○公民館

　　　または、　　行

　　生涯学習課

《往信：表》 《返信：裏》

何も記入しないでください。

（往信）

－

申し込む方の

郵便番号

住所

氏名

《返信：表》 《往信：裏》

希望する講座名

（はがき１枚につき１人

１講座）

氏名（ふりがな）

性別・年齢

郵便番号・住所

電話番号

（返信）

－

往
復
は
が
き
の
記
入
例

　

下
記
の
と
お
り
。

　学ぶ気持ちを応援します！《生涯学習・公民館講座を募集！》

今回から申込方法
が変わります

－平成22年度（前期）生涯学習・公民館講座募集－1
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生 涯 学 習 課

講 座 名 わくわくチャレンジ講座（前期） 対　　象 小学１年生～中学３年生

開催日時
６月12日・26日、７月10日・24日・31日、８月24日【全６回】（土曜日他）
午前９時30分～ 11時30分他

開催場所 谷和原公民館　他

費　　用 教材費など

内　　容
異年齢の集団で体験活動を行い、自主性・協調性・忍耐力を高め、互いに助け合う心・思いやる心を育てます。
（内容：エコバック作り、勾

ま が た ま

玉作り、おもしろ理科先生の実験、浴衣を着てみよう、ビーズ工作など）
※後日、学校に募集案内を配布した際にお申し込みください。市外に通学している方はお問い合わせください。

講 座 名 かな・実用書道講座 定　　員 15人

開催日時
６月16日、７月７日・21日、８月４日・18日（各水曜日）【全５回】
午前９時30分～ 11時30分

開催場所 谷井田コミュニティセンター

費　　用 無　料

内　　容
名前を書くとき、戸惑ったことはありませんか。自分の字に自信をつけるとともに、筆を持つ楽しみを感じて

みましょう。年賀状にも挑戦します。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  講師：山
さんどう

藤　美
み よ こ

代子

講 座 名 子育てほっとスマイル 定　　員 親（保育者）子 15組

開催日時
６月22日・29日、７月６日・13日・20日（各火曜日）【全５回】
午前10時～ 11時30分

開催場所 谷和原公民館　他

費　　用 2,000円
（材料費・おやつ代など）

内　　容
子どもと過ごす時間をもっと楽しく豊かにしてみませんか。第１回および５回が親子一緒、それ以外は親子分
かれての活動となります。
※対象は、６月22日現在満２歳から未就園の子とその保育者です。

伊 奈 公 民 館

講 座 名 アローハ！フラダンス講座 定　　員 15人

開催日時
６月１日・15日、７月６日・20日、８月３日（各火曜日）【全５回】
午前10時～ 11時30分

開催場所 伊奈公民館

費　　用 無　料

内　　容 歌の意味も勉強しながら、みんなで楽しく踊りましょう！　　　　　　　　　   講師：ピリアロハ　直
な お い

井　綾
あ や こ

子

講 座 名 気功で健康！講座 定　　員 20人

開催日時
６月４日・11日・18日・25日、７月２日・９日（各金曜日）【全６回】
午後１時30分～３時30分

開催場所 伊奈公民館

費　　用 無　料

内　　容 内臓を鍛えるといわれる気功で、身体の内から健康に。　　　　　　　　　　　　　　　   講師：五
い が ら し

十嵐　保
やすひこ

彦

講 座 名 はじめてみよう 絵手紙講座 定　　員 15人

開催日時
６月９日・23日、７月７日、８月４日、９月22日（各水曜日）【全５回】
午前10時～正午

開催場所 伊奈公民館

費　　用 2,000円

内　　容 日常の中の何げない出来事を一枚のはがきに描いてみませんか。　　　　　　　　　　　　       講師：谷
たに

　勢
せ い こ

子

講 座 名 飛べ！紙飛行機講座 定　　員 15人

開催日時
６月23日・30日、７月７日（各水曜日）【全３回】
午前９時～午後２時30分

開催場所 総合運動公園

費　　用 1,100円

内　　容 大人も夢中になるペーパーグライダー (紙飛行機)。大空へ飛ばそう！（※各自昼食持参）    講師：瀬
せ と ぐ ち

戸口　昌
まさのり

教

講 座 名 はじめてのパンフラワー講座 定　　員 15人

開催日時
７月13日・27日、９月７日・14日、10月12日・26日（各火曜日）【全６回】
午後１時30分～３時30分

開催場所 伊奈公民館

費　　用 4,000円

内　　容 初心者にも簡単に楽しく作れます！（伊奈公民館に、作品見本を展示中です。）　　　       　   講師：渋
し ぶ や

谷　和
か ず み

美
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谷和原公民館

講 座 名 スペイン語《入門》講座 定　　員 15人

開催日時
９月２日・９日・16日・23日・30日（各木曜日）【全５回】
午後１時30分～３時30分

開催場所 伊奈公民館

費　　用 1,700円（ﾃｷｽﾄ代）

内　　容 日常には意外にスペイン語がいっぱい！基礎から楽しく学びましょう！                           　　講師：鈴
す ず き

木　利
り え

恵

講 座 名 移動学習　結城つむぎを織る 定　　員 15人

開催日時
７月９日（金曜日）
午前８時30分～午後５時（予定）

集合場所 伊奈公民館

費　　用 4,000円（体験料・昼食代含）

内　　容 結城市を訪ね、伝統工芸の結城紬を織る体験（コースター２枚分）をします。藍染体験（ハンカチ）も。

講 座 名 移動学習　ふれあいツアー 定　　員 50人

開催日時 ７月16日（金曜日）　　午前７時30分～午後４時（予定）
集合場所 伊奈公民館

費　　用 5,000円程度（昼食代含）

内　　容
羽田空港に隣接している日本航空の飛行機整備工場を見学します。普段はなかなか見ることのできない整備工場
をのぞいてみませんか。

講 座 名 インナーマッスルを鍛えよう!! 定　　員 20人

開催日時
６月４日・11日・18日・25日、７月９日（各金曜日）【全５回】
午前10時～ 11時30分

開催場所 谷和原公民館　

費　　用 無料

内　　容
 ・・・・骨盤矯正とピラティス・・・・
今、話題です！インナーマッスル（体の内側の筋肉）を鍛えると、腰痛・肩こり予防はもちろんのこと、ダイエッ
ト効果も期待できるそうです。  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                         講師：長

ちょう

　由
ゆ き

貴

講 座 名 ふだん着の茶道 定　　員 20人

開催日時
６月９日・23日、７月14日（各水曜日）、７月25日（日曜日）【全４回】
午前10時～ 11時30分

開催場所 谷和原公民館　他

費　　用 4,000円（教材費）

内　　容
ふだん着感覚で、日本文化「おもてなしの心」茶道を体験してみませんか？忘れかけた日本のこまやかな心遣い
と季節の移ろいを見直し、心静かな時間を送ってみましょう。　　　　　  　　講師：大和遠州流　加

か も

茂　隆
たかゆき

幸

講 座 名 がっつり食べよう夏野菜 定　　員 16人

開催日時
６月10日・17日・24日（各木曜日）　【全３回】
午前９時30分～午後１時

開催場所 谷和原公民館

費　　用 3,000円（材料費）

内　　容
野菜ソムリエから野菜のパワーを学び、夏野菜をベストな状態で食する方法を学びましょう。

講師：ベジタブル＆フルーツマイスター　田
た の じ ま

野島　万
ま ゆ こ

由子

講 座 名 家紋のプレートを作ろう!! 定　　員 20人

開催日時
６月17日・24日、７月１日（各木曜日）【全３回】
午前10時～ 11時30分

開催場所 谷和原公民館

費　　用 3,500円（材料費）

内　　容
タイルを画板にして、樹脂で家紋を描いてみませんか？仕上がったら、お家のアクセサリーとしてディスプレー
をしてみましょう。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   講師：梅

う め だ

田　敏
と し こ

子

講 座 名 香りの教室「アロマ」 定　　員 20人

開催日時
７月15日・22日・29日、８月５日（各木曜日）【全４回】
午前10時～ 11時30分

開催場所 谷和原公民館

費　　用 3,500円（教材費）

内　　容
「香り」には、いろいろな力があります。睡眠を促したり、疲れた体を癒したり……生活の中に、もっと香りを
取り入れてみませんか？　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　          講師：高

たかざわ

澤　有
ゆ み

美
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通
い
ま
せ
ん
か
！

 

よ
つ
わ
大
学

伊奈会場（毎月第３水曜日） 谷和原会場（毎月第１水曜日）
●５月～翌年２月までの毎月第３水曜
　日に開催【全７回】　（８月と１月は
　休講）
●午前10時～午後２時30分
●クラブは、園芸･歴史･カラオケ･健
　康体操から選択

●５月～翌年２月までの毎月第１水曜
　日に開催【全７回】（11月と１月は
　休講）
●午前10時～午後２時30分
●クラブは、バランスボール・健康歌
　道場・健康野菜生活・古布で作る正
　月飾り・絵手紙から選択（材料費が
　かかる場合があります。）

回 開催期日 内　容 回 開催期日 内　容
第１回 ５月19日 開講式と講話 第１回 ６月２日 開講式と講話
第２回 ６月16日 環境センター見学 第２回 ７月７日 講話「老後のマネー」
第３回 ７月21日 生活学習 第３回 ８月４日 常総消防本部見学
第４回 ９月15日 生活学習 第４回 ９月１日 体験「表札づくり」
第５回 11月17日 県立歴史館出前講座 第５回 10月６日 移動学習
第６回 12月15日 映画鑑賞 第６回 12月１日 講話「認知症」
第７回 ２月16日 閉講式と講話 第７回 ２月２日 閉講式と講話

◎10月20日　移動学習（希望者のみ）  ◎11月中旬　音のコンサート

１
対
象
者
＝
60
歳
以
上
の
市
内
在
住
者

２
学
習
目
標
＝
広
く
優
し
い
心
で
社
会

　

の
た
め
に
役
立
つ
高
齢
者
で
い
る
こ

　

と
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

３
学
習
内
容
＝
【
午
前
】
学
習
計
画
に

　

そ
っ
た
、
講
話
・
移
動
学
習
・
映
画

　

鑑
賞
な
ど　
【
午
後
】
ク
ラ
ブ
ご
と

　

に
活
動

４
参
加
費
＝
４
０
０
０
円（
昼
食
代
他
）

５
申
し
込
み
方
法
＝
各
会
場
に
参
加
費

　

を
添
え
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
受
け
付
け
…
火
～
土
曜
日
、
午
前
９
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※年間学習予定は、内容が変更になる場合があります。
※会場へは、各自でお集まりください。

【年間学習予定】

講 座 名 フランス料理のシェフに学ぶ 定　　員 16人

開催日時
９月８日・22日、10月13日（各水曜日）【全３回】
午前10時～午後１時

開催場所 谷和原公民館

費　　用 3,000円（材料費）

内　　容
魚・肉を調理するプロの技を伝授いただきます！そして、家庭でも楽しめるフランス料理を作ってみましょう。
　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　 講師：レストレンそうざえもん　オーナーシェフ　鈴

す ず き

木　正
まさとし

敏

講 座 名 英語で歌おう!! 定　　員 20人

開催日時
９月８日・15日・22日・29日、10月13日（各水曜日）【全５回】
午前10時～ 11時30分

開催場所 谷和原公民館

費　　用 2,000円（材料費）

内　　容
カーペンタンズやビートルズの歌詞を和訳し、発音の練習や歌のレッスンをします。

　　　　　　　　　  講師：【英語】柳
やぎぬま

沼　由
ゆ か

香　【音楽】森
も り た

田　真
ま ゆ み

由美

講 座 名 移動学習　銀座の歴史と美術を訪ねて 定　　員 30人

開催日時 ７月22日（木曜日）　　午前９時～午後５時（予定）
集合場所 谷和原公民館

費　　用 5,000円（昼食代含）

内　　容
文明開化から現在に至るまで日本を代表する街、銀座。街角に何げなく置かれた美術品など、銀座の知られざ
る楽しみを探してみましょう。（銀座発祥の碑・東京国立近代美術館フィルムセンター等見学）
※団体行動で、徒歩２時間30分のコースです。

講 座 名 移動学習　お江戸　日本橋 定　　員 30人

開催日時 ９月16日（木曜日）　　午前９時～午後５時（予定）
集合場所 谷和原公民館

費　　用 5,000円（昼食代含）

内　　容
昔から、商業や金融の中心地だった日本橋には、日本銀行などの重要文化財や老舗など東京の原点が存在して
います。その一方で、新しいスポットも誕生している街を見学しましょう。（三井本館、三井タワーも見学します。）
※団体行動で、徒歩２時間30分のコースです。




